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１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会
①

日
本
山
岳
会
草
創
の
こ
ろ

近
藤
信
行

１
９
０
５
年
秋
、
小
島
鳥
水
ら
７
人
に
よ

っ
て
日
本
山
岳
会
が
設
立

さ
れ
、
今
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
る
。

１０
月
の
記
念
式
典
に
向
け
、

３
回
に
わ
た
り
そ
の
草
創
期
の
足
跡
を
た
ど
る
。
１
回
日
は
創
立
当

時
の
人
々
を
、
作
家
の
近
藤
信
行
氏
に
執
筆
し
て
も
ら
っ
た
。

ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、
明

治
３８
年
３
月
２５
日
、
三
度
目
の
日
本
滞

在
を
終
え
、
故
国
へ
向
け
て
出
立
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
四
日
前
、
横
浜

で
知
り
合

っ
た
四
人
の
山
友
達
を
オ
リ

エ
ン
タ
ル

ｏ
パ
レ
ス

・
ホ
テ
ル
の
昼
餐

に
招
い
て
い
る
。
そ
の
四
人
と
は
、
小

島
鳥
水
、
岡
野
金
次
郎
、
武
田
久
吉
、

高
野
鷹
蔵
で
あ
っ
た
。

(1873-1948)

そ
こ
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、
く
り
か
え

し
山
岳
会
の
設
立
を
す
す
め
た
様
子
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
日
本
に
山
岳
会

が
生
ま
れ
た
ら
、
自
分
を
必
ず
加
え
る

よ
う
に
言
い
の
こ
し
、
鳥
水
に
ス
イ
ス

の
植
物
学
者
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
〓↓
”
∽ｏ

Ｆ
①
い
ぃ
〇
『”
Ｑ
①
の
」に
も
の
●
ｄ
く
”●
Ｏ
①
『①
『∽〓′τ

与
え
て
い
る
。
そ
の
本
は
、
彼
が
北
岳

や
鳳
凰
山
に
携
え
て
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
い
き
さ
つ
は
、
６
月
、
す
ぐ
さ

ま
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
に
報
告
さ
れ
、

会
長
ブ
リ
ス
ト
ル
、
名
誉
書
記
マ
ム
は

こ
こ
ろ
か
ら
の
賛
同
を
示
し
た
。
そ
れ

は

『
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
や

『山
岳
』
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、

鳥
水
は
そ
の
好
意
と
激
励
を
受
け
て
、

「紙
裂
け
て
電
火
発
す
る
を
覚
え
た
り
」

と
書
い
て
い
る
。

こ
の
明
治
３８
年
の
春
以
降
、
山
岳
会

発
足
の
動
き
は
ま
こ
と
に
あ
わ
た
だ
し

い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
そ
の
主
軸
と
な
っ

た
の
は
小
島
鳥
水
だ

っ
た
。

３５
年
の
槍

ヶ
岳
登
山
、
同
行
の
友
で
あ
っ
た
岡
野
　
―

金
次
郎
に
よ
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
発
見
と
　
欲

接
触
、
高
頭
仁
兵
衛
や
日
本
博
物
学
同

志
会
の
面
々
の
横
浜
訪
間
、
そ
の
後
の

交
友
な
ど
を
あ
げ
て
い
く
と
、
そ
の
機

運
は
徐
々
に
か
も
し
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
準
備
の
た
め

「同
志
の
人
々
は
、

何
十
回
と
な
く
会
合
し
た
。
恐
ら
く
何

百
通
と
い
ふ
手
紙
の
、
や
り
取
り
を
や

っ
た
ら
う
」
と
い
う
ほ
ど
だ
。
こ
と
に

越
後

ｏ
高
頭
仁
兵
衛
の
財
政
的
援
助
に

つ
い
て
、
山
草
学
の
城
数
馬

（弁
護
士
）

は
、
高
頭
が
い
か
な
る
身
分
の
人
か
と

調
査
に
出
向
い
て
い
る
。
彼
は
そ
の
途

次
、
長
野
市
に
志
村
鳥
嶺
を
訪
ね
、
高
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頭
が
新
潟
県
の
大
地
主
で
あ
り
、
二貝
族

院
議
員
の
互
選
資
格
を
持
つ
こ
と
か
ら

調
査
の
要
な
し
と
い
う
報
告
を
受
け
る

が
、
打
電
し
て
彼
の
来
訪
を
も
と
め
、

権
堂
の
花
房
屋
で
三
者
の
会
談
を
お
こ

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
高
頭
は
山
岳
会

の
会
計
に
欠
損
あ
る
場
合
、
向
こ
う
十

力
年
間
、
毎
年
千
円

（当
時
の
会
費
千

人
分
）
を
提
供
す
る
、
た
だ
し
十
年
た

っ
て
自
立
で
き
な
け
れ
ば
解
散
す
る
こ

と
、
万

一
の
場
合
を
考
慮
し
、
た
だ
ち

に
山
岳
会
の
た
め
に
、
養
老
保
険

一
万

円
に
加
入
す
る
、
と
の
確
約
が
成
立
す

る
こ
と
に
な
る
。

鳥
水
も
横
浜

ｏ
東
京
間
を
し
ば
し
ば

往
復
し
、
関
係
各
所
に
連
絡
を
と
り
、

知
人
を
訪
ね
て
は
入
会
勧
誘
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

明
治
３８
年
１０
月
１４
日
、
日
本
博
物
学

同
志
会
の
第
十
三
回
例
会
が
開
か
れ
て

い
る
。
集
ま
っ
た
の
は
市
河
三
喜
、
小

谷
国
次
郎
、
河
田
黙
、
高
野
鷹
蔵
、
田

中
健
太
郎
、
田
中
五

一
、
武
田
久
吉
、

内
田
清
之
助
、
梅
沢
親
光
、
福
田
卓
、

北
沢
基
幸
、
岸
田
松
若
の
十
二
名
で
あ

っ
た
。
そ
の
席
上
、
高
野
は
塔
ヶ
岳
採

集
登
山
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
が
、
散

会
後
、
そ
の
高
野
と
武
田
、
梅
沢
、
河

田
の
四
人
は
、
飯
田
河
岸
の
富
士
見
楼

で
、
小
島
、
城
、
高
頭
と
合
流
、
山
岳

会
設
立
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
運
営

の
実
務
、
財
政
的
な
面
に
つ
い
て
、
会

員
獲
得
と
宣
伝
、
『山
岳
』
刊
行
の
こ
と

な
ど
、
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
こ
と
は
、
『博
物
之
友
』
二

十
九
号

（明
治
３８
年
■
月
）
に
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
高
野
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
「此
ノ
旅
行
ノ
詳
細
ナ
ル
紀
行
ハ
山

岳
会
発
行
ノ

『山
岳
』
第

一
号
二
現
ハ

ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、
会
報
欄
に
は

「支

会
の
設
立
」
と
い
う
見
出
し
で

「山
岳

及
ビ
山
岳
二
関
係
ス
ル

一
切
ノ
事
ヲ
研

究
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
本
会
二
『山
岳
会
』

卜
称
ス
ル

一
支
会
設
立
サ
レ
タ
リ
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
鳥
水
に
よ
っ
て

「山
岳
会

設
立
の
主
旨
書
」
が
書
き
お
こ
さ
れ
、

各
方
面
に
配
ら
れ
た
が
、
『文
庫
』
『新

潮
』
（『新
声
』
の
後
身
）
『明
星
』
な
ど

に
は
、
つ
ぎ
の
勧
誘
記
事
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
。

今
回
法
学
士
城
数
馬
、
「博
物
之
友
」

記
者
武
田
久
吉
、
「日
本
山
嶽
志
」
著
者

高
頭
式
、
そ
の
他
の
同
好
諸
氏
と
相
諮

り
、
欧
羅
巴
ア
ル
プ
ス
倶
楽
部
の
例
に

な
ら
ひ
て
、
山
岳
会
な
る
も
の
を
組
織

し
、
山
岳
を
文
学
、
芸
術
、
科
学
等
の

諸
方
面
よ
り
研
究
せ
ん
が
た
め
、
本
会

の
機
関
雑
誌

「山
岳
」
を
、
毎
年
二
回

発
行
し
て
、
汎
く
同
好
者
に
頒
た
ん
と

す
、
入
会
御
希
望
の
方
に
は
、
規
則
書

を
呈
す
べ
き
に
就
き
、
左
記
の
拙
宅
宛

に
御
申
込
を
乞
ふ
。

横
浜
市
西
戸
部
町
山
王
山
八
百
九
十

八
番
地

小
島
鳥
水

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
招
宴
か
ら
わ
ず
か

一

年
た
ら
ず
の
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
経

武田久吉 (1883-1972)

高頭仁兵衛 (1877-1958)

過
を
た
ど
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
山

と
自
然
、
学
問
と
芸
術
に
め
ざ
め
た
若

も
の
た
ち
の
意
気
軒
昂
た
る
姿
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
露
戦
の
末
期
か
ら

日
露
講
和
の
時
期
を
背
景
に
、
未
知
な

る
も
の
、
美
し
き
も
の
へ
の
探
索
が
深

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「凡
そ
山
岳
が
、　
一
国
の
地
文
及
び
人

文
に
、
影
響
す
る
こ
と
の
大
な
る
は
、

今
俄
に
説
を
要
せ
ず
」
と
は
じ
ま
る

「山
岳
会
設
立
の
主
旨
書
」
は
、
「夫
れ

高
山
に
登
る
は
、
即
ち
天
に
近
づ
く
な

り
」
と
述
べ
な
が
ら
、
力
づ
よ
い
響
き

を
こ
め
て
山
岳
愛
好
家
に
う

っ
た
え

ワ（ｃ。山
は
実
に
不
朽
の
寿
を
有
す
る
理
想

的
巨
人
な
り
、
天
火
を
以
て
鋳
ら
れ
た

る
儀
表
的
銅
像
な
り
、
全
国
民
の
重
鎮

と
し
て
立
て
ら
れ
た
る
天
然
的
柱
石
な

り
、
之
を
謡
ひ
、
之
を
究
む
る
は
、
永

世
の
大
業
に
し
て
、
且
つ
何
ぞ
今
日
不

急
の
事
と
謂
は
む
、
（中
略
）
為
す
べ
き

こ
と
極
め
て
多
く
し
て
、
未
だ

一
も
其

緒
に
就
き
た
る
は
あ
ら
ず
、
之
を
大
成

す
る
は
、　
一
に
趣
味
嗜
好
を
同
じ
う
す

る
、
諸
君
子
の
援
護
に
待
つ
の
他
は
あ

る
可
ら
ず
、
蓋
し
是
れ
実
に
国
民
的
事

業
に
し
て
、
決
し
て
少
数
人
士
の
能
く

為
し
得
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
な

爾 2
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ｈ
り
、ア

ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
の
ひ
そ
み
に

な
ら
っ
た
と
は
い
え
、
山
に
関
す
る
研

究
、
山
岳
趣
味
の
啓
発
に
寄
与
し
よ
う

と
い
う
根
本
方
針
を
打
出
し
た
こ
と
は
、

新
し
い
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

は
じ
め
博
物
学
同
志
会
の
「
一
支
会
」

と
し
て
発
足
し
た
山
岳
会
も
、
み
る
み

る
う
ち
に
着
実
な
歩
み
を
み
せ
た
。
後

年
、
武
田
久
吉
は
、
庇
を
貸
し
て
母
屋

を
と
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
、
と
冗
談
ま

じ
り
に
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
志
を
同
じ

く
す
る
も
の
の
結
集
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
、
で
あ
る
。

山
岳
会
成
立
の
報
は
、
各
界
で
反
響

を
よ
ん
だ
。
こ
と
に
地
理

・
地
質
学
、

博
物
学
関
係
の
学
者
の
入
会
が
あ
い
つ

い
で
い
る
。
志
賀
重
昂
、
神
保
小
虎
、

山
崎
直
方
、
小
川
琢
治
、
田
中
阿
歌
麿
、

佐
藤
伝
蔵
、
白
井
先
太
郎
ら
は
特
別
会

員

（年
会
費
三
円
）
と
し
て
参
加
。
彼

ら
は

『山
岳
』
へ
の
寄
稿
、
講
演
な
ど

に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
文
学

・
美
術
関
係
者
を

は
じ
め
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
あ
つ
ま
っ
て
、

会
員
は
初
年
度
に
お
い
て
四
百
名
を
か

ぞ
え
た
。
『山
岳
』
第
二
年
第

一
号

（明

治
４０
年
３
月
）
の
付
録
と
し
て
出
さ
れ

た
会
員
名
簿
を
見
る
と
、
四
百
十
八
名

の
記
載
が
あ
っ
て
、
学
者
や
山
好
き
の

青
年
に
ま
じ
っ
て
多
く
の
文
学
関
係
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
名
を
つ
ら
ね
て
い

る
。
小
山
内
薫
、
柳
田
国
男
、
前
田
曙

山
、
畔
柳
芥
舟
、
山
崎
紫
紅
、
滝
沢
秋

暁
、
真
下
飛
泉
、
伊
良
子
清
白
、
田
山

花
袋
、
長
谷
川
天
渓
、
伊
藤
銀
月
、
河

井
酔
著
、
正
岡
芸
陽
、
久
保
天
随
、
島

崎
藤
村
、
神
津
猛
ら
の
名
が
あ
る
。

鳥
水
は

「文
学
会
に
あ
ら
ず
し
て
、

か
く
の
如
く
、
多
く
の
詩
人
文
士
を
網

羅
し
た
会
の
、
他
に
あ
る
を
知
ら
ず
、

是
れ
本
会
の
栄
と
す
る
こ
と
な
り
」
と

書
い
た
。

右上から下に、梅沢親光、河田黙、高野鷹蔵、城数馬

1912年 、神田一ツ橋でウェス トン講演会が開かれた。写真はそのとき設けられた、ウェス トンを囲む宴の様子。右から中村清太郎、三枝威

之介、辻本満丸、加賀正太郎、 2人 おいて小島鳥水、ウェス トン、 1人おいてフランシス夫人、 1人 おいて岡野金次郎、 1人おいて辻村伊

助、鳥山悌成、高頭仁兵衛 (『小島烏水全集』第八巻より)
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１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「日
本
山
岳
会
の
こ
ね
か
ら
を
考
え
る
」
第
１

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の

一
環
と
し
て
、
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
７
月
２２
日
に

東
京
体
育
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
日

本
山
岳
会

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）
が
主
催
し
た
幾

多
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
検
証
し
な
が
ら
、

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
、
抜
き

差
し
な
ら
ぬ
問
題
を
抱
え
る
ク
ラ
ブ
が
、

次
の

一
世
紀
に
光
明
を
見
い
出
す
手
が

か
り
を
探

っ
た
。

レ
ジ
ュ
メ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

「１

９
７
０
年
以
降
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
果

た
し
た
役
割
」
と
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
の

登
山
禁
止
が
解
け
た
７０
年
以
降
、

８０
年

代
に
か
け
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

・
ル
ー
ト
、
縦
走
、
無
酸

素
、
冬
季
と
様
々
に
高
い
日
標
を
追
求

し
た

「鉄
の
時
代
」
で
あ
る
。
こ
の
時

期
は
、

７０
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
を
皮
切

り
に
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
最

も
活
発
で
あ
り
、
多
く
の
若
い
登
山
者

を
引
き
つ
け
、
育
て
上
げ
て
き
た
。
そ

れ
が
同
時
に
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
活
気
を
も
た

山
田

新

ら
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
そ
の
時
代
を
振
り
返

り
、
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
の

狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

基
調
講
演
Ｉ
は
、

７０
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
隊
に
隊
員
と
し
て
参
加
し
、

７６
年
ナ

ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
縦
走
、

８４
年
カ
ン
チ
ェ

ン
ジ
ュ
ン
ガ
縦
走
両
登
山
隊
を
率
い
た

鹿
野
勝
彦
さ
ん
が
担
当
し
た
。
自
ら
の

体
験
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
を
、
組
織
の
あ
り
か
た
と
そ
の
変
化

と
い
う
視
点
で
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
は
５６
年
に
マ
ナ
ス
ル
登
項
を

果
た
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
黄
金
時
代
の
８
０

０
０
際
川峰
初
登
頂
競
争
に
参
画
で
き
た
。

当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
山
の
ク
ラ
ブ

（グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
こ
と
自
体
に
意

味
の
あ
る
共
同
体
的
社
会
＝
ゲ
マ
イ
ン

シ
ャ
フ
ト
）
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（特

定
の
目
的
追
求
型
グ
ル
ー
プ
＝
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
）
で
あ
り
、
組
織
の
総
力
を

あ
げ
て
隊
を
派
遣
し
た
成
果
だ
。

名
門
大
学
山
岳
部
出
身
者
が
そ
の
中

心
を
担

っ
て
登
り
、
帰
国
後
は
そ
の
ま

ま
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
運
営
を
担
う
役
割
を
果
た

し
た
。
も
と
も
と
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

だ

っ
た
人
た
ち
が
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の

多
面
的
な
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
性
格

を
維
持
す
る
う
え
で
貢
献
し
て
き
た
。

ク
ラ
ブ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
自
然
な
形

で
共
存
で
き
た
時
代
で
あ
る
。

南
西
壁
か
ら
の
登
項
を
目
標
に
掲
げ

た
７０
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
は
、
登
攀
力

増
強
の
た
め
、
従
来
の
大
学
山
岳
部
出

身
者
に
加
え
社
会
人
山
岳
会
の
人
材
を

迎
え
た
点
で
画
期
的
だ

っ
た
。
多
く
の

隊
員
が
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
登
る
た
め
に

入
会
し
た
。
鹿
野
さ
ん
自
身
も
、
こ
の

隊
に
参
加
す
る
た
め
に
入
会
し
た
。

ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
で
は
、
隊
長
の
鹿

野
さ
ん
が
、
帰

っ
た
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
や
め

て
も
い
い
か
ら
、
と
勧
誘
し
た
隊
員
も

い
た
と
い
う
。
個
人
の
目
的
追
求
の
た

め
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
利
用
す
る
形
が
こ
こ
に

は
あ
る
。
実
際
、
そ
の
後
、
各
登
山
の

終
了
後
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
は
疎
遠
に
な
る
隊

員
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
こ
の
日
、

司
会
を
務
め
た
重
廣
恒
夫
さ
ん
の
よ
う

に
、
ク
ラ
ブ
運
営
の
要
職
を
担
う
人
も

出
て
き
て
い
る
が
、
大
勢
は
、
年
を
追

っ
て
、
登
山
隊
の
成
果
か
ら
、
ク
ラ
ブ

運
営
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ま
な
く
な
っ
た
。

こ
の
時
期
の
社
会
的
背
景
と
し
て
、

高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
、
登
山
の
大

衆
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

情
報
の
入
手
は
容
易
に
な
り
、
個
人
の

用
意
で
き
る
資
金
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
山
岳
部
に
入

ら
な
く
て
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。　
一
方
で
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
を
中
心
に
な
っ
て
下
支
え
し
て
き

た
大
学
山
岳
部
が
縮
小
し
、
実
力
的
に

も
低
下
し
た
。
「き
つ
い
」
「汚
い
」
「危

険
」
の
３
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
若
者

の
登
山
離
れ
が
始
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

９０
年
代
に
入
る
と
、
公
募
登
山
が

一

般
化
し
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
ま
で
そ
れ
　
４

が
広
が
っ
た
。
か
つ
て
の
登
山
は
緊
密
　
麒

な
人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ

が
、
そ
れ
な
し
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
登
れ
る

よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性
格

そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

鹿
野
さ
ん
は
最
後
に

「何
ら
か
の
形

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
組
織
へ
の
還
元

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

現
状
分
析
は
で
き
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
あ
り
か
た
を
提
案
す
ら
で
き
な
い

の
が
実
態
だ
」
と
述
べ
た
。

基
調
講
演
Ⅲ
で
は
、
や
は
り
数
多
く

の
登
山
隊
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
送
り
出
し
て

き
た
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会

（Ｈ
Ａ
Ｊ
）

ロ
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の
理
事
長
で
、
「登
山
界
の
ご
意
見
番
」

と
し
て
知
ら
れ
る
山
森
欣

一
さ
ん
が
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
派
遣
登
山
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
検
証
し
た
。

そ
の
中
で
、
若
者
が
離
れ
て
い
く
要

因
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
登
山
隊
は
隊
の

解
散
後
、
そ
の
経
験
が
継
承
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
教
本
を

つ
く
り
、
研
究
会
を
開
く
と
い
っ
た
、

一
般
登
山
者
へ
の
啓
蒙
活
動
が
な
か
っ

た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
研
究
会
を
開
け

ば
、
人
は
集
ま
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
。

た
だ
し
、
Ｈ
Ａ
Ｊ
も
か
つ
て
毎
年
３
つ

の
研
究
会
を
開
い
て
い
た
の
が
、
人
の

集
ま
り
が
悪
く
な
り
、
１
つ
に
ま
と
め

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

山
森
さ
ん
が
肯
定
的
な
評
価
を
下
し

た
の
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
海
外
登
山
基
金
だ

っ
た
。
早
々
と
こ
の
制
度
を
つ
く
り
、

名
も
な
い
高
峰
登
山
隊
に
弾
み
を
つ
け

る
道
を
開
い
た
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
、
と
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
鹿

野
、
山
森
の
２
氏
に
加
え
て
和
田
城
志

さ
ん
、
山
本
宗
彦
さ
ん
、
熊
崎
和
宏
さ

ん
の
計
５
人
が
参
加
し
た
。
山
森
さ
ん

以
外
は
、
い
ず
れ
も
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
隊
で
活
躍
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
の
関
わ
り
や
現
状
の
打
開
策

を
語

っ
た
。

和
田
　
８４
年
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ

縦
走
に
参
加
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

ひ
か
れ
て
入
っ
た
典
型
的
な
例
だ
と
思

う
。
そ
の
後
、
魅
力
を
感
じ
る
計
画
は

な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
集
ま
り
に
も
出
た
こ

と
が
な
い
。
組
織
へ
の
愛
着
は
出
身
大

学

（大
阪
市
大
山
岳
部
）
に
あ
る
。
リ

タ
イ
ア
し
た
人
間
が
若
者
に
つ
い
て
論

議
す
る
の
は
ど
ん
な
も
の
か
。
ク
ラ
ブ

の
幹
部
が
組
織
を
運
営
し
、
自
ら
登
り
、

書
け
ば
い
い
。
シ
ェ
ル
パ
を
介
護
者
と

し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

が
で
き
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
な
い
登

り
方
で
、
夢
は
若
い
人
に
求
め
ず
、
自

分
自
身
に
求
め
る
。
そ
れ
を
若
い
人
が

見
習
う
の
で
は
な
い
か
。

山
本
　
和
田
さ
ん
以
上
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
ひ
か
れ
た
と
思
う
。
面
白
い
体

験
を
し
た
８２
年
の
ボ
ゴ
ダ
以
来
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
登
山
隊
に
５
回
参
加
し
、
随
分
お

世
話
に
な
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

や
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
な
、
と
思
う
。

夢
と
し
て
は
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
か
ら
マ
ナ

ス
ル
ヘ
の
縦
走
。

熊
崎
　
８５
年
の
中
国

・
郡
連
山
脈
の

計
画
に

一
も
二
も
な
く
飛
び
つ
い
た
の

が
入
会
の
き
っ
か
け
。
私
に
と
っ
て
ヒ

マ
ラ
ヤ
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
よ
う
な
組
織
を
利

用
し
な
い
と
行
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
ク
ラ
ブ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同

時
に
成
立
さ
せ
る
の
は
難
し
い
と
い
う

話
が
あ
っ
た
が
、
私
の
場
合
は
３０
代
前

半
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
理
事
と
な
り
、
会
運
営

に
も
携
わ

っ
て
、
そ
れ
も
面
白
い
と
感

じ
た
。
少
数
で
も
青
年
部
に
集
ま
る
若

者
た
ち
が
求
め
る
も
の
を
く
み
取
れ
ば
、

何
を
若
者
に
提
供
で
き
る
か
、
ヒ
ン
ト

は
あ
る
と
思
う
。
縦
、
横
の
つ
な
が
り

を
同
時
に
経
験
で
き
る
の
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

な
ら
で
は
だ
。

山
森
　
世
界
の
潮
流
は
ア
ル
パ
イ
ン

ス
タ
イ
ル
だ
。
だ
が
、
悪
天
候
に
弱
い

と
い
う
最
大
の
弱
点
に
耳
を
ふ
さ
い
で

は
い
け
な
い
。
日
本
人
は
大
き
な
課
題

に
徒
党
を
組
み
、
残
置
も
す
る
と
い
っ

活発にディスカッションするパネリストの面々
左から司会の重廣、鹿野、山森、和田、山本、熊崎。

た
、
世
界
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
方
法

で
取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
ジ
ャ
ヌ
ー

北
壁
と
工
ベ
レ
ス
ト
北
壁
を
直
登
し
た

２
隊
の
ロ
シ
ア
人
を
今
年
２
月
、
日
本

に
呼
ん
だ
。
彼
ら
は
極
地
法
を
駆
使
し

て
ダ
イ
レ
ク
ト
を
や
っ
た
。　
一
人
で
は

で
き
な
い
課
題
に
、
徒
党
を
組
ん
で
取

り
組
ん
だ
ロ
シ
ア

・
ク
ラ
イ
マ
ー
の
よ

う
な
気
概
を
も

っ
て
ほ
し
い
。

鹿
野
　
登
山
に
普
遍
的
な
目
標
は
持

ち
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
山
森
さ
ん
の

話
も
な
る
ほ
ど
、
と
は
思
う
。
人
間
の

体
が
ぎ
り
ぎ
り
、
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ

る
か
追
求
す
る
山
登
り
が
あ
っ
て
も
い

い
と
思
う
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
ア
マ
チ
ュ
ア
　
５

を
前
提
と
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
自
　
鶉

分
が
予
測
で
き
る
限
り
で
、
人
の
死
ぬ

か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
山
登
り
は
し
た

く
な
い
。
そ
れ
以
外
で
は
、
な
る
べ
く

幅
を
広
げ
た
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
み
な

ら
ず
、
日
本
の
登
山
界
を
取
り
巻
く
厳

し
い
現
状
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
に
な

っ
た
。
こ
の
日
の
講
演
者
と
パ
ネ
リ
ス

ト
ら
の
年
齢
は
４０
代
か
ら
６０
代
。
来
年

２
月
に
、
若
い
現
役
登
山
者
を
招
い
て

第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
。
若
者

の
回
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
登
山
の
未
来
像

を
聞
い
て
み
た
い
。

繭”一̈一̈̈“一辮一̈一一鸞

”̈一̈̈一一一一̈一躍一̈一̈”̈̈一鵬一̈一鰺
一

一一一一̈一̈一一̈一一̈一”“̈一̈一̈一̈一̈̈一̈難

“̈薪
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第
３３
回
山
岳
史
懇
談
会

創
立
期
の
ア
ル
ム
ク
ラ
ブ

３
月
１
日
に
行
な
わ
れ
た
山
岳
史
懇

談
会
は
、
創
立
期
の
ア
ル
ム
ク
ラ
ブ
を

テ
ー
マ
に
、
芳
野
満
彦
氏
を
迎
え
た
。

敗
戦
後
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
が
国
威
発

揚
に
つ
な
が
り
、
登
山
の
大
衆
化
が
進

み
、
３
人
寄
れ
ば
山
岳
会
と
い
わ
れ
た

よ
う
な
時
代
に
生
れ
た
小
さ
な
登
山
ク

ラ
ブ
（以
降
ア
ル
ム
と
略
記
）
が
あ
っ
た
。

そ
の
ク
ラ
ブ
が
本
会
山
岳
会
に
招
か
れ

た
こ
と
を
、
ア
ル
ム
代
表
だ

っ
た
武
内

敏
夫
氏

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）
は
、
芳
野
満
彦

（元
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
、平
岡
誠

一
郎
（Ｊ
Ａ
Ｃ
）
、

中
村
元
久
、
岩
堀
道
男
氏
ら
と
と
も
に
、

出
席
者
を
前
に
主
催
側
に
感
謝
し
て
い

た
。ア

ル
ム
と
い
う
名
前
は
ス
ピ
リ
の
小

説

『
ハ
イ
ジ
』
に
出
て
く
る
ア
ル
ム
爺

さ
ん
か
ら
と
っ
た
。
早
大
山
岳
部
に
い

た
芳
野
広
弥
氏

（故
人
）
が
中
心
と
な

り
、
満
彦
氏
や
そ
の
弟
の
政
司
氏
が
作

っ
た
。
創
立
は
昭
和
２９
年
こ
ろ
で
、
山

を
征
服
す
る
の
で
は
な
く

「登
山
そ
の

も
の
を
楽
し
み
、
良
か
っ
た
山
を
求
め

図
書
委
員
会
　
岡
澤
祐
吉

る
」
を
ア
ル
ム
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
ま

っ
た
く
自
由
な
、
若
さ
を
謳
歌
す
る
よ

う
な
雰
囲
気
だ

っ
た
。

最
初
は
友
人
の
集
ま
り
だ

っ
た
が
、
も

っ
と
幅
広
く
仲
間
を
集
め
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
こ
ろ
の
街
の
山
岳
会
が

や
っ
て
い
た
よ
う
に
山
岳
雑
誌
で
新
人

募
集
を
し
た
。
学
生
が
多
く
、
常
に
４０

～
５０
人
の
会
員
が
い
た
が
、
大
学
山
岳

部
で
部
員
が
減
少
し
始
め
た
昭
和
５０
年

こ
ろ
、
ア
ル
ム
も
メ
ン
バ
ー
が
減

っ
て

自
然
消
滅
し
た
。

広
弥
氏
が
早
大
山
岳
部
で
身
に
つ
け

た
技
術
力
は
高
く
、
他
に
ひ
け
を
と
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
早
大
山
岳
部

に
い
た
こ
と
も
あ
る
武
内
氏
は
振
り
返

る
。
山
の
天
気
を
知
る
た
め
、
気
象
庁

高
層
気
象
課
の
課
長
だ

っ
た
、
大
井
正

一
氏

（Ｊ
Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
）
か
ら
は
ラ

ジ
オ
の
気
象
通
報
に
よ
る
天
気
図
の
書

き
方
、
雲
の
形
や
雲
量
の
見
方
を
教
え

ら
れ
、
現
場
で
の
天
候
判
断
の
講
習
も

受
け
た
。
昭
和
３２
～
３３
年
頃
、
山
学
同

士
会
の
天
気
図
講
習
会
に
講
師
と
し
て

招
か
れ
た
者
も
い
た
。

ア
ル
ム
の
活
動
は
他
の
社
会
人
山
岳

部
と
同
じ
で
、
レ
ジ
ュ
メ
に
あ
っ
た
。

登
山
者
で
混
雑
す
る
そ
の
こ
ろ
の
夜
行

列
車
や
土
合
駅
の
写
真
は
、
当
時
を
回

想
さ
せ
た
。

ア
ル
ム
で
定
期
的
に
発
行
さ
れ
て
い

た

『ア
ル
ム
通
信
』
と
い
う
小
冊
子
に

は
、
満
彦
氏
の
登
攀
記
な
ど
会
の
活
動

の
様
子
が
毎
号
載

っ
た
。
武
内
氏
は
こ

の
小
冊
子
が
な
け
れ
ば
山
岳
史
懇
談
会

に
も
出
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

満
彦
氏
は
お
も
し
ろ
い
話
や
カ
ッ
ト
で
、

読
む
も
の
を
退
屈
さ
せ
な
い
よ
う
編
集

に
努
め
て
い
た
そ
う
だ
。

満
彦
氏
は
席
上
で
、
昭
和
２３
年
冬
、

旧
制
中
学
４
年
の
と
き
八
ヶ
岳
で
友
の

死
に
遭
い
、
両
足
の
つ
ま
先
か
ら
甲
ま

で
を
凍
傷
で
失

っ
た
話
に
触
れ
た
。
そ

の
出
来
事
の
す
ぐ
後
、
山
靴
の
中
を
血

だ
ら
け
に
し
な
が
ら
山
を
歩
く
満
彦
氏

の
姿
に
感
動
し
た
、
と
い
う
話
を
付
き

添

っ
た
広
弥
氏
か
ら
聞
い
た
事
が
あ
る
。

昭
和
２５
年
冬
か
ら
始
ま
っ
た
満
彦
氏

の
徳
沢
園
の
冬
季
小
屋
番
は
、
物
不
足

の
当
時
、
小
屋
の
窓
ガ
ラ
ス
が
盗
難
に

あ
っ
た
り
し
た
が
、
小
屋
番
を
募
集
し

て
い
た
か
ら
こ
れ
に
応
募
し
た
の
だ
と

の
こ
と
。
満
彦
氏
の
山
に
対
す
る
思
い

は
、
徳
沢
園
に
立
ち
寄
る
岳
人
た
ち
と

横
の
つ
な
が
り
を
広
め
て
い
っ
た
。
滝

谷
の
グ
レ
ポ
ン
初
登
攀
を
と
も
に
し
た

大
学
山
岳
部
の
関
係
者
、
剣
岳
チ
ン
ネ

正
面
壁
や
前
穂
正
面
壁
の
積
雪
期
初
登

攀
な
ど
を
と
も
に
し
た
社
会
人
山
岳
会

と
の
つ
な
が
り
も
深
め
て
い
る
。

満
彦
氏
の
山
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
は
、

ク
ラ
ブ
の
者
に
も
影
響
を
与
え
た
。
貧

乏
な
時
代
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
独
自
の

海
外
遠
征
は
な
か
っ
た
が
、
カ
ラ
コ
ル

ム
五
大
氷
河
踏
査
隊
に
加
わ

っ
た
。
ま
　
６

た
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
　
爾

会
議
の
事
務
局
長
や
、
日
山
協
の
Ｋ
２

遠
征
の
委
員
を
務
め
た
人
も
い
る
。

ア
ル
ム
で
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
ヘ
の
指

向
を
助
長
さ
れ
た
筆
者
は
、
昭
和
３２
年
、

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
文
部
省
経
由
で
ベ
ル

ン
大
学
山
岳
会
と
の
つ
な
が
り
を
つ
け

た
。
そ
し
て
そ
の
年
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク

ラ
ブ
ー
０
０
年
祭
の
帰
り
に
グ
リ
ン
デ

ル
ワ
ル
ト
に
立
ち
寄
り
、
旧
友
と
の
再

会
を
果
た
し
た
棋
有
恒
さ
ん
に
つ
い
て

報
じ
る
ス
イ
ス
の
主
要
紙

『ブ
ン
ト
』

の
記
事
を
手
に
し
た
。
こ
れ
を
山
岳
雑

誌
で
読
ん
だ
満
彦
氏
に
呼
ば
れ
、
ア
イ
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ガ
ー
の
東
山
稜
登
攀
で
槙
さ
ん
が
受
け

継
い
だ
も
の
に
つ
い
て
話
し
た
。

満
彦
氏
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
に
な
る
た

め
の
紹
介
者
を
佐
藤
久

一
郎
さ
ん
と
槙

さ
ん
と
に
お
願
い
し
た
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
槙
さ
ん
で
な
く
加
藤
泰
安
さ

ん
に
な
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
た
が
、

昭
和
３８
年
に
ア
イ
ガ
ー
北
壁
に
登
ろ
う

と
し
た
と
き
の
満
彦
氏
の
思
い
は
、
大

正
８
年
に
ア
イ
ガ
ー
の
東
山
稜
を
狙

っ

た
槙
さ
ん
の
思
い
に
近
か
っ
た
よ
う
に

も
み
え
る
。
そ
の
後
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
北
壁
登
攀
な
ど
満
彦
氏
の
山
に
対
す

る
思
い
は
、
と
も
に
登
攀
し
た
人
や
仲

間
に
伝
わ
り
、
大
学
山
岳
部
や
社
会
人

山
岳
会
の
活
躍
に
つ
な
が
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。
ア
ル
ム
の
和
田
礼
子
氏

（Ｊ

Ａ
Ｃ
）
に
し
て
も
、
数
年
前
ま
で
鹿
島

槍
山
麓
の
自
分
の
山
小
屋
に
３０
年
も
独

り
で
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

講
師
の
話
が

一
段
落
し
て
質
疑
応
答

に
入
っ
た
が
、
「我
こ
れ
よ
り
Ａ
フ
ェ
ー

ス
に
登
ら
ん
」
と
あ
る
満
彦
氏
の
メ
モ

を
屏
風
岩
で
見
つ
け
た
こ
と
を
、
こ
の

岩
壁
の
積
雪
期
第
３
登
を
果
た
し
た
、

関
西
学
院
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
三
沢
氏
が

話
し
て
い
た
。
山
岳
史
懇
談
会
ら
し
い

場
面
で
あ
り
印
象
に
残

っ
た
。

&川「edFche・ 47

雷の直撃と心肺蘇生

志賀尚子

つい先日、神奈川県藤沢市で公園を散歩し

ていた女性 2人が、落雷により亡くなりまし

た。この事故は、山やゴルフ場ばかりでなく、

ごく身近な場所でも雷の危険があることを警

告し、あらためて雷の怖さを印象づけました。

雷に打たれた場合の死亡率は約30%であり、

世界中で年間約1000人 が雷によって死亡する

といわれています。死亡のほとんどが直撃に

よる即死で、電流が心臓を流れることによっ

て起こる心室細動 (重症不整脈、心筋が小刻

みにケイレンする)や心静止 (心筋の動きが

停止してしまう)な どの心停止が原因ですが、

呼吸中枢の抑制による呼吸停止が原因のこと

もあります。

ここでぜひ覚えておきたいのは、雷による

心停止患者は、他の外傷や疾患による心停止

に比べて心肺蘇生法による救命率が高く、さ

らに後遺症なく社会復帰できる可能性も高い

ことです。

もしも一撃の雷で複数の負傷者が発生した

場合、呼吸停止や心停止していない負傷者が

その場で悪化する可能性は低 く、むしろ回復

する可能性が高いため、動いている人やうめ

き声を出している人の手当ては後回しにしま

す。呼吸停止、心停止の人を最優先で助けな

ければなりません。すぐに心臓マッサージや

人工呼吸を始めましょう。そして少なくとも

30分 は諦めずに続けて下さい。もし運良く心

拍が再開したら、再び心停止となることは稀

ですが、もちろん迅速に救援を依頼 し、至急

病院に搬送します。心臓は動いているのに呼

吸は止まったまま、なかなか自発呼吸が戻ら

ないこともあります。この場合も絶対に人工

呼吸をやめてはいけません。なお、雷に打た

れた人に触っても感電はしませんから、通常

の感染予防を心がけるだけで十分です。

雷撃そのものによる心停止ではなく、雷に

打たれた衝撃で転落 。墜落し、その際の外傷

によって呼吸停止や心停止状態に陥った場合、

原因は出血性ショック、脳挫傷、頚髄損傷そ

の他になります。残念ながら、こういう場合

では救命の可能性はほとんどありません。重

症外傷による負傷者が同時に多数いる場合に

は、呼吸停止や心停止した人の蘇生は断念せ

ぎるを得ないでしょう。受傷の原因によって、

蘇生の対象を取捨選択しなければならないわ

けです。

すべての基本として、山中で、特に事故の

負傷者に心肺蘇生法を行う場合、第 2の事故

が起こらないよう、まず始めに現場周囲の安

全を確認しておくことをお忘れなく。

なお、UIAA一 Med Com(国 際山岳連盟連

合医療部会)が 2003年に『雷の予防と現場処

置に関するガイドライン』を出しており、No.708

の「山」の医療コラムでも紹介しています。

興味のある方は参照して下さい。ホームペー

ジからも御覧になれます。

麟 7
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１
０
０
周
年
記
念
事
業

会
員
募
金
並
び
に
有
志
募
金
の
御
礼
と
こ
報
告
０

募
金
委
員
会

１
．
大
学
募
金
に
つ
い
て

６
月
号
で
ご
報
告
し
た
１５
校
に
加
え
、

左
記
の
大
学
よ
り
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
学
名
を
掲
載
し
、
御
礼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
企
業
募
金
に
つ
い
て

４
月
末
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

企
業
名
に
つ
い
て
は
、
６
月
号
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
月
以
降

に
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
企
業
名

を
掲
載
し
、
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

３
．
有
志
募
金
お
よ
び
会
員
募
金
に
つ

い
て９０

名
の
方
々
よ
り
募
金
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

〈
大
学
募
金
〉
（４
校
）

明
治
大
学
、
中
央
大
学
、
静
岡
大
学
、

大
阪
市
立
大
学

（大
阪
市
立
大
学
並
び

に
同
志
社
大
学
は
、
関
西
支
部
の
遠
征

に
対
し
て
も
別
途
ご
芳
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。）

〈企
業
募
金
〉
（１９
社
）

的
尾
上
機
械
、
側
大
林
組
、
関
畔
蒜
工

務
店
、
コ
ミ
ー
的
、
三
谷
商
事
例
、
例

モ
ル
テ
ン
、
閉
久
米
設
計
、
日
本
ラ
イ

ナ
ー
い
、
ｍ
ラ
イ
ス
リ
ー
、
側
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
、
側
し
ん
と
う
計
測
、
船

東
海
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
大
江
戸
、
関

フ
レ
ッ
セ
イ
、
い
学
生
援
護
会
中
部
、

新
菱
冷
熱
工
業
い
、
（財
）
松
原
病
院
、

帥
フ
ク
イ
感
光
社
、
（医
）
福
井
心
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
富
士
電
機
シ
ス
テ
ム
ズ
船

〈有
志
募
金
〉
（敬
称
略
、
７
月
１３
日
現

在
）

１
０
０
万
円
以
上

（１
名
）
吉
村
健
児

１０
万
円
以
上

（１
名
）
吉
永
英
明

５
万
円
以
上

（５
名
）
本
片
山
数
雄
、

新
妻
徹
、
種
村
重
明
、
藤
井
正
善
、
梅

木
秀
徳

３
万
円
以
上

（２
名
）
大
野
秀
樹
、
百

瀬
寿
雄

１
万
円
以
上

（１３
名
）
錦
織
保
清
、
小

林
碧
、
山
口
俊
輔
、
秦
野

一
彦
、
長
田

義
則
、
小
林
智
明
、
芳
野
赳
夫
、
芳
野

菊
子
、
向
井
裕
彦
、
高
塚
武
由
、
永
田

弘
太
郎
、
大
崎
和
子
、
花
岡
潤
吉

〈会
員
募
金
〉
（敬
称
略
、
会
員
番
号
順
、

７
月
１３
日
現
在
）

９
干
円

（６９
名
）
中
尾
正
武
、
塩
原
國

10月 15日 (土)に 100周年記念式典を開催
式典委員会では、厳粛かつ100年 の歴史と伝統にふさわしいセレモ

ニーを執り行うよう着々と準備を進めています。式典と同時に、

展示会 (「写真で見る100年 の歴史」など)や記念講演会、記念祝

賀会などを開催 し、式典を盛り上げる予定です。また、レセプショ

ンホールではクラブライフを深める交歓会を用意します。

式   典
日時 :10月 15日 15時30分からを予定

場所 :新高輪プリンスホテル「飛天」

日時 :記念式典終了後

場所 :新高輪プリンスホテル「飛天」
会費 :1万5000円 (事前振込)

日時 :13時からを予定

場所 :新高輪プリンスホテル「飛鳥」

講演 :国内外の著名登山家に依頼中

日時 :12時ごろからを予定

場所 :新高輪プリンスホテル「うずしお」

展示 :「写真で見る100年の歴史」など

日時 :記念祝賀会終了後

場所 :新高輪プリンスホテル「さくら」
交 歓 会

祝賀晩餐会

講 演 会

展 示 会

隆
、
中
島
文
夫
、
高
村
奉
樹
、
西
川
元

夫
、
岩
佐
吉
雄
、
小
笹
孝
、
白
木
貞
次
、

山
寺
義
雄
、
井
上
晃
、
尾
崎
祐

一
、
高

田
健
夫
、
井
谷
孝
、
雁
部
貞
夫
、
松
田

久
男
、
稲
葉
十
四
男
、
岡
田
勝
英
、
許

山
隆
、
五
百
沢
協
子
、
石
原
俊
洋
、
尾

崎
千
代

一
、
乾
好
、
福
楽
動
、
田
川
義

久
、
大
峰
芳
枝
、
渡
辺
広
徳
、
大
谷
司
、

五
百
沢
智
也
、
阿
部
明
義
、
霜
田
嘉

一
、

福
森
利
明
、
有
元
利
通
、
柴
山
勝
士
、

鴫
原
義
昭
、
吉
岡
淳

一
、
白
井
直
器
、

高
村
利
幸
、
吉
川
明
秀
、
所

一
路
、
岩

井
國
臣
、
沼
田
敏
明
、
若
林
和
司
、
猪

又
敦
子
、
西
條
好
迪
、
秦
和
寿
、
若
山

暢
子
、
横
山
征
平
、
遠
山
元
信
、
岡
田

清
美
、
松
田
昭
郎
、
田
中
昌
二
郎
、
三

戸
部
清
文
、
諏
訪
肇
、
横
山
哲
、
佐
々

木
國
雄
、
上
野
孝
、
林
正

一
、
井
戸
川

三
男
、
野
口
保
光
、
山
本
久
子
、
兼
光

功
、
大
脇
美
代
、
檜
山
重
幸
、
岡
田
育

子
、
杉
浦
哲
和
、
藤
川
美
久
子
、
熊
谷

美
奈
子
、
広
瀬
弘
、
圭
旦間
弘
子

以
上
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梅
悼
忠
夫
、
山
本
紀
夫

・
編

『山
の
世
界
』

本
書
は
雑
誌

『科
学
』
の
特
集
記
事

と
し
て

「山
の
現
在
」
と
い
う
題
材
で

掲
載
さ
れ
た
も
の
を
、
全
面
的
に
加
筆

修
正

・
執
筆
者
の
追
加
を
し
て
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
登
山
人
口

は
急
増
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
は
中

高
年
者
で
あ
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
若

者
が
独
占
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
な

っ
て
久
し
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
現
在

の
山
と
し
て
何
が
問
わ
れ
る
の
か
を
あ

ら
ゆ
る
方
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
。

約
３０
余
名
の
有
名
登
山
家
に
よ
る
執

筆
集
で
、
中
高
年
登
山
の
現
況
と
行
方

（斎
藤
惇
生
）
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
項
か

ら
５０
年

（江
本
嘉
伸
）
な
ど
序
章
で
は

「今
山
で
何
が
お
き
て
い
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
山
の
環
境
、

山
の
暮
ら
し
と
文
化
、
山
の
危
険
と
保

護
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
大
衆
化
さ

れ
た
現
代
登
山
の
行
為
に
対
し
て
、
各

方
面
か
ら
追
求
し
た
書
と
し
て

一
見
の

価
値
が
あ
る
。
特
に

「チ
ベ
ッ
ト

・
ヒ

マ
ラ
ヤ
が
決
め
る
地
球
の
気
候
」
（安
成

哲
三
）
や

「水
資
源
と
し
て
の
山
」
（中

尾
正
義
）
な
ど
、
山
そ
の
も
の
よ
り
山

を
通
し
て
の
環
境
問
題
を
取
り
上
げ
て

い
る
部
分
や
、
「山
岳
文
明
を
生
ん
だ
ア

ン
デ
ス
農
業
と
そ
の
ジ
レ
ン
マ
」
（山
本

紀
夫
）
や

「山
間
地
域
の
集
落
と
過
疎

化
の
問
題
」
（藤
田
佳
久
）
な
ど
現
代
の

持
つ
問
題
点
を
鋭
く
追
求
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
な
に
が
若
者
を
山
ば
な
れ

に
し
て
い
る
の
か
の
疑
間
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
本
書
で
あ
り
、
山
に
つ
い

て
多
角
的
に
の
べ
た
日
本
で
最
初
の
書

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
登
山
を

と
お
し
て
生
態
学
か
ら
民
俗
学
へ
、
さ

ら
に
比
較
文
明
学
へ
と
進
ん
だ
著
者
、

ま
た
研
究
仲
間
も
登
山
か
ら
野
外
科
学

の
道
に
す
す
ん
だ
後
輩
達
、
そ
う
し
た

こ
と
か
ら

「山
ば
な
れ
」
が

「科
学
ば

な
れ
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
危
惧
を
も

ち
、
広
く
山
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と

を
喚
起
し
て
い
る
書
で
あ
る
。（林

栄
二
）

中
村

保

ｏ
著

『チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
』

本
書
は

『ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』
『深
い
浸

食
の
国
に
』
に
次
ぐ
二
部
作
の
完
結
編

で
あ
り
、
グ
レ
ー
ト

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
、

中
国

・
南
西
辺
境
踏
査
の
記
録
ば
か
り

で
な
く
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
研
究
し
て

き
た
、
こ
の
地
域
に
関
す
る
探
検

・
民

族

・
宗
教

・
地
勢
等
を
集
大
成
し
た
貴

重
な
書
と
い
え
る
。

東
チ
ベ
ッ
ト

・
雲
南

・
四
川

・
青
海

の
無
数
の
知
ら
れ
ぎ
る
山
々
に
未
踏
査

の
領
域
を
求
め
、
還
暦
に
近
づ
い
て
か

ら
古
希
に
至
る
ま
で
の
１４
年
間

ｏ
２６
回

に
わ
た
り
、
行
き
着
け
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
未
知
の
辺
境
に
足
を
踏
み
入

れ
、
世
界
に
新
し
い
情
報
を
発
信
し
続

け
た
著
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

・
ス
ピ
リ

ッ
ト
に
は
全
く
頭
が
下
が
る
。

文
中

「机
上
の
計
画
は
ラ
サ
に
到
着

し
た
日
に
早
く
も
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

旅
の
途
中
で
も
次
々
と
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
が
、
［ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ

て
い
る
未
踏
の
山
々
の
写
真
を
撮
る
］

と
い
う
命
題
だ
け
に
は
頑
な
に
こ
だ
わ

っ
た
…
…
」
と
あ
る
が
、
全
く
同
感
で
、

私
の
４
回
の
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
に
お
い
て

も
計
画
通
り
に
行
え
た
こ
と
は
１
回
も

な
く
、
常
に
変
更
を
強
い
ら
れ
た
。
目

的
を
絞
り
込
み
、
困
難
を
乗
り
越
え
強

い
意
志
で
こ
れ
を
貫

い
た
か
ら
こ
そ

″
日
本
山
岳
会
第
６
回
秩
父
宮
記
念
山

岳
賞
″
の
栄
誉
に
輝
い
た
由
縁
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ど
う
猛
な
チ
ベ
ッ
ト
犬
に
追
　
９

い
か
け
ら
れ
た
り
、
車
が
動
か
な
く
な
　
漑

っ
た
り
、
ガ
イ
ド

・
運
転
手

・
馬
方
に

行
く
の
を
渋
ら
れ
た
り
…
…
と
い
う
こ

と
が
日
常
茶
飯
事
の
辺
境
で
、
た
だ

一

人
早
朝
暗
い
う
ち
に
起
き
、
写
真
撮
影

に
歩
い
て
行
く
…
…
、
ま
さ
に

「パ
イ

オ
ニ
ア

・
ワ
ー
ク
」
に
命
を
か
け
た
１４

年
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

天
候
劣
悪
な
中
国
南
西
辺
境
で
こ
れ

程
の
素
晴
ら
し
い
写
真
の
撮
影
に
成
功

し
た
の
は
間
違
い
な
く

″晴
れ
男
″
で

あ
り
、
読
み
進
む
に
つ
れ
、
著
者
の
深

い
洞
察
力

ｏ
分
析
力

・
地
図
判
断
力

・

語
学
力
な
ど
に
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（田
尻

一
賞
）
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第
２５
回

日
本
登
山
医
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

５
月
２１
日
０
～
２２
日
国
に
山
本
正
嘉

学
会
長

（鹿
屋
体
育
大
）
の
主
催
に
よ

り
、
第
２５
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

２１
日
の
午
前
中
は

一
般
演
題
１３
題
が

発
表
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
低
酸
素
室
に

お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
息
こ
ら
え
実

験
、
雪
洞
で
の
体
温
変
化
、
サ
ポ
ー
ト

タ
イ
ツ
の
効
果
、
道
迷
い
の
調
査
な
ど

だ
っ
た
。
前
川
剛
輝
氏
は
、
低
酸
素
室

の
動
脈
の
酸
素
レ
ベ
ル

（∽
り
〇
時）
の
低

下
は
、
低
圧
低
酸
素
室
と
比
較
し
て
少

な
い
こ
と
を
報
告
し
、
低
酸
素
室
で
は

必
ず
し
も
設
定
高
度
と
同
じ
環
境
が
得

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
、

興
味
深
か
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
学
会
員
の
参
加
者
６０

名
に
加
え
て
、
主
に
九
州

一
円
か
ら

一

般
登
山
者
４０
名
も
参
加
し
た
。
特
別
講

演
は
、
ま
ず
、
近
藤
和
美
氏
が
５０
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
８
０
０
０
際
川峰
６
座
に
無

酸
素
登
項
し
た
経
験
を
報
告
し
た
。
氏

は
酸
素
を
使

っ
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
も

登
項
し
、
ま
た
、
多
く
の
人
を
登
頂
成

功
に
導
い
て
い
る
。
高
所
登
山
の
成
功

の
要
諦
は
、
高
所
順
化
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
と
、
７
０
０
０
際
川峰
を
数
多
く

登
る
こ
と
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
さ
ら

に
、
新
井
裕
巳
氏
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

と
指
導
法
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
実
体

験
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
内
容
で
説
得

力
が
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「登
山
医
学
研
究
会

発
足
２５
周
年
―
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
今

後
の
課
題
―
」
は
、
中
島
道
郎
氏
に
よ

る
２５
年
間
の
回
顧
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

続
い
て
、
「ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
―

研
究
成
果
を

一
般
登
山
者
に
還
元
す
る

―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
山
本
正
嘉
氏

が
転
倒
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
を
紹
介
し
た
。
１
週
間
に
３
日
、

１５
回
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
５
セ
ッ
ト
を
す
る

だ
け
で
著
し
い
効
果
が
あ
る
と
い
う
、

あ
り
が
た
い
話
だ

っ
た
。
野
口
は
１
月

の
医
療
委
員
会
が
行
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「突
然
死
を
考
え
る
」
を
紹
介
し

な
が
ら
、
突
然
死
の
防
ぎ
方
に
重
点
を

お
い
た
講
演
を
し
、
聴
衆
か
ら
活
発
な

質
問
を
受
け
た
。
大
森
薫
雄
氏
は
、
ス

ポ
ー
ツ
障
害
と
し
て
若
年
ク
ラ
イ
マ
ー

の
著
し
い
手
指
変
形
の
実
例
を
示
し
、

関
係
者
に
警
鐘
を
な
ら
し
た
。

最
後
に
、
登
山
者
か
ら
研
究
会
へ
の

要
望
と
し
て
、
牛
島
浄
氏
が
高
所
突
然

死
例
を
提
示
し
な
が
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、
浅
野
勝
巳

氏
が
富
士
山
測
候
所
を
高
所
科
学
研
究

拠
点
と
し
て
残
す
た
め
の
活
動
の
経
過

と
展
望
を
報
告
し
た
。

さ
ら
に
、
夕
食
後
に
米
澤
弘
夫
氏
が

招
待
講
演
を
行
な
い
、
鹿
児
島
本
土
は

も
と
よ
り
、
屋
久
島
の
岩
場
を
２
０
０

本
も
開
拓
し
た
成
果
を
、
詳
細
な
デ
ー

タ
と
豊
富
な
写
真
を
使

っ
て
１
時
間
余

り
話
を
し
、
聴
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
近

藤
氏
が
、
「す
ご
い
人
が
い
る
も
の
だ
」

と
感
心
し
て
い
た
。

功
労
賞
は
日
本
登
山
医
学
会
へ
の
貢

献
に
対
し
て
大
森
薫
雄
氏

（本
会
元
副

会
長
）
と
上
田
五
雨
氏
に
授
与
さ
れ
た
。

奨
励
賞
は
昨
年
、
「２４
時
間
山
岳
耐
久

レ
ー
ス
に
お
け
る
生
理
的
負
担
度
と
疲

労
に
関
す
る
研
究
」
を
発
表
し
た
許
斐

真
由
子
氏
に
授
与
さ
れ
た
。
山
岳
レ
ー

ス
を
完
走
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
た
も
の
で
、
実
際
に
役
立
つ

内
容
と
思
わ
れ
た
。

２２
日
は
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
と
、
新
井

氏
に
よ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
が
開

か
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
小
雨
の
た
め

に
高
隈
山
登
山
を
す
る
者
は
い
な
か
っ

た
よ
う
だ
。

鹿
屋
体
育
大
学
の
プ
ー
ル
の
玄
関
に

は
昨
年
ア
テ
ネ
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
と

っ
た
柴
田
亜
衣
選
手
の
顕
彰
碑
が
あ
り
、

鹿
屋
で
の
熱
狂
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

次
回
は
増
山
茂
氏

（本
会
元
理
事
、

東
京
）
に
よ
っ
て
開
催
予
定
で
あ
る
。

今
回
の
学
会
は
充
実
し
た
興
味
深
い

テ
ー
マ
が
多
く
、　
一
般
登
山
者
に
も
十

分
楽
し
め
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。　
一

般
の
方
も
す
す
ん
で
本
学
会
に
出
席
し

た
り
、
学
会
の
会
員
に
な
る
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
。

（野
口
い
づ
み
）

熙轟窯翻

謳鰊膠錮隧飩

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です
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第
８
回
韓
国
の
山

ネ

ヨ
ン
サ
ン
　
　
パ
ル
ゴ
ン
サ
ン
　
　
プ
ル
グ
ク
サ
ン

内
延
山

・
八
公
山

・
仏
国
山

内
延
山

（７
１
０
房
）
は
韓
国
慶
尚

北
道
の
東
海
岸
よ
り
に
あ
り
、

１２
瀑
布

（滝
）
で
有
名
な
渓
谷
を
持
つ
。
今
年
は

内
延
山
を
め
ざ
し
、
５
月
２２
日
、
釜
山

近
郊
の
金
海
国
際
空
港
に
到
着
。

日
本
人
２０
名

（韓
国
人
の
名
の

一
行
）

は
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
京
釜
高
速
道
路

を
古
都
慶
州
へ
向
か
う
。
低
山
麓
に
林

立
す
る
ア
パ
ー
ト
群
、
松
並
に
寄
り
添

う
よ
う
な
田
植
え
の
盛
り
で
あ

っ
た
。

シ

ル

ラ

慶
州
で
は
、
新
羅
の
都
と
し
て
千
年

栄
え
た
国
立
慶
州
博
物
館
と
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
仏
国
寺
の
石
窟

庵
の
石
造
阿
弥
陀
仏
を
拝
み
、
境
内
も

観
光
し
た
。

２３
日
５
時
３０
分
出
発
。
７
号
線
を
北

上
し
、
浦
項
を
経
て
、
宝
鏡
寺
へ
行
く
。

入
山
料
を
納
め
て
登
山
口
に
入
り
、
巨

岩
の
渓
流
沿
い
に
歩
く
。
エ
ゴ
ノ
キ
の

白
い
花
が
い
た
る
所
に
咲
き
乱
れ
て
い

る
。

１０
時
頃
、
最
初
の
瀑
布
に
出
合
う
。

こ
こ
６
番
目
の
連
山
瀑
布
は
巨
大
な
岩

壁
が
行
く
手
を
遮
り
、
頑
丈
で
華
麗
な

吊
橋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
鑑
賞
用
だ

ろ
う
か
。
こ
の
先
、
内
延
山
項
へ
の
進

入
路
マ
ッ
プ
が
不
正
確
で
苦
労
し
た
が
、

１４
時
頃
に
山
頂
。
下
山
路
、
日
当
た
り

の
良
い
所
に
墳
墓
が
点
在
し
て
い
た
。

こ
こ
の
土
餞
頭
に
は
歴
史
が
あ
る
。
下

山
後
、
美
味
な
チ
ヂ
ミ
と
ビ
ー
ル
、
夕

食
は
焼
肉
。

２４
日
、
早
朝
大
邸
方
面
に
向
か
い
、

人
公
山
道
立
公
園
へ
。
八
公
山

（１
１

９
３
肝
）
登
山
口
の
桐
華
寺
手
前
に
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
っ
た
が
、

１０
時
運
行

と
の
事
。
静
寂
、
玲
朧
な
参
道
歩
き
と

な
り
、
東
峰
に
は
Ｈ
時
頃
到
着
。
途
中

急
峻
な
沢
登
り
も
あ
っ
た
が
、
オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
グ
の
天
女
の
自
花
に
歓
呼
の
声

が
あ
が
る
。
当
地
で
は
白
は
聖
な
る
色

で
あ
る
。
下
山
後
、
絶
品
の
冷
麺
と
ビ

ビ
ン
パ
で
昼
食
。
高
速
道
路
を
走
り
、

１８
時
頃
ソ
ウ
ル
明
洞
の
ホ
テ
ル
着
。

２５
日
、
ソ
ル
ロ
ン
タ
ン
で
朝
食
。
仏

国
山

（４
６
８
房
）
へ
行
く
。
地
下
鉄

を
東
大
門
駅
で
乗
換
え
て
議
政
府
北

部
駅
へ
。
定
期
バ
ス
に
乗
り
登
山
口
に

は
１０
時
３０
分
頃
着
く
。
白
華
庵
で
信
者

の
礼
拝
を
見
学
。
主
峰
、
第
２
峰
を
よ

じ
登
り
、
斜
度
６０
度
の
巨
岩
の
鎖
場
を

３０
際
川
ほ
ど
下
降
し
た
り
し
て
ス
リ
ル
満

点
で
あ
っ
た
。
夕
食
は
骨
付
き
カ
ル
ビ

と
海
鮮
鍋
で
盛
大
な
打
ち
上
げ
と
な
っ

た
。２６

日
、
夕
刻
の
便
で
帰
国
し
た
。

（石
田
稔
郎
）

携帯電話が使えない場所で、緊急時に備える

国内仕様のイリジウム衛星携帯電話が再開
………“…………販売価格 2419500円 (消費税込)……… …̈………

◎レンタルもございます

Sp02の変化をモニターして、高山病予防に役立てる

新型 パルスオキシメーター Ubi口x誕生
…………メーカー希望小売価格68,250円 (消費税込)…………

◎高所豊山でも精度は実証済 ◎体動の影響に強い

∠nb。 株式会社 ウェック・トレック

国土交通大臣登録旅行業 1662号
〒105-0003 東京都港区西新橋3-24-8山 内ビル4階
電話 03-3437-8848  mail lnfo@eve「 est.co ip

新日本山岳誌
日本山岳会 0責任編集

菊判 (1992頁 )上製/ク ロス装/カ バー掛け/函入り
定価18,900円 (税込 )

(日 本山岳会員は特別割引あり、後日連絡いたします)

択捉・国後など北方四島の

山から、南西諸島の山々ま

で、日本全国の山に登つた、

撮つた、調べた、そして書

いた。

日本山岳会の全国25支部

約500名が総力をあげて編

集執筆にあたった最新・最

大の山岳百科がついに完成 !

10月下旬刊行予定。

―
推薦のことば

―
日本山岳会二代会長高頭
式氏による『日本山嶽志』
から百年、山岳の現況を

記述 し後世に残すべ く、

百周年記念事業として本

書ができました。
日本山岳会

会長 平 山 善吉

予約受付中 !

/口 |ヽ＼

ノ

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606‐8161 京都市左京区―乗寺木ノ本町15番地‐
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.nakanishiya.co」 pノ
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一
目
■
田
一

自
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事
業

日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
青
森
支
部

（根
深
誠
支

部
長
）
主
催

「白
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生

事
業
」
が
、
６
月
２４
～
２５
日
の
２
日
間
、

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
の
櫛
石
山
登

山
口
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
駆
け
つ
け

た
会
員
約
７５
名
が
ブ
ナ
苗
木
約
５０
本
を

植
樹
し
た
。

２４
日
午
後
、
鯵
ヶ
沢
町
の

一
ツ
森
自

然
学
校
で
受
付
後
、
樹
齢
３
０
０
年
と

い
う
鯵
ヶ
沢
杉

（北
限
の
天
然
杉
）
や
、

藩
政
時
代
の
田
山
で
あ
る
「ミ
ニ
白
神
」

を
巡
る
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ
、
極
め

て
価
値
の
高
い
自
然
生
態
系
が
自
神
に

保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
参
加
者
は
驚
い

た
様
子
だ

っ
た
。

午
後
６
時
か
ら
の
開
会
式
で
、
根
深

青
森
支
部
長
が

「ブ
ナ
林
再
生
事
業
は

世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
以
来
の
課
題

で
あ
っ
た
が
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
事
は
名
誉
」

と
、
挨
拶
。

来
賓
の
田
邊
壽
副
会
長
は

「１
０
０

年
前
に
日
本
山
岳
会
を
創
設
し
た
人
々

も
、
山
が
好
き
だ
、
大
事
だ
と
い
う
の

で
自
然
保
護
を
し
て
き
た
。
こ
の
白
神

の
地
で
は
、
自
然
保
護
と
ひ
と
味
違
う

ブ
ナ
林
再
生
を
目
指
し
て
お
り
、
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
挨
拶
さ
れ

た
。長

谷
川
鰺
ヶ
沢
町
長
、
中
野
津
軽
森

林
管
理
署
長
の
祝
辞
の
後
、
本
事
業
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
村
田

孝
嗣
会
員
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆

使
し
て
、
「私
達
の
暮
ら
し
に
な
ぜ
森
が

大
切
か
、
後
世
に
残
し
伝
え
て
い
く
た

め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
が
な
さ
れ
て
き

た
か
」
等
、
ブ
ナ
林
再
生
事
業
の
経
過

報
告
を
し
、
こ
の
事
業
に
初
め
か
ら
携

わ
っ
て
き
た
大
森
弘

一
郎
会
員
が
、
試

行
錯
誤
し
た
当
初
の
苦
労
話
を
述
べ
た
。

大
塚
博
美
元
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
っ

た
懇
親
会
は
、
郷
土
芸
能
の
担
ぎ
太
鼓

が
披
露
さ
れ
、
ね
ぶ
た
囃
し
に
会
場
か

ら
ハ
ネ
ト
の
飛
び
入
り
が
あ
る
な
ど
、

非
常
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

翌
２５
日
は
、
今
冬
の
豪
雪
で
林
道
が

通
行
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
迂
回
し
な

が
ら
３
時
間
を
か
け
て
、
１
９
９
９
年

か
ら
継
続
実
施
し
て
い
る
櫛
石
山
登
山

口
付
近
の
植
樹
会
場
に
約
７５
名
が
集
合

し
た
。

苗
木
は
柏
木
農
業
高
校
の
生
徒
達
が

自
神
山
地
で
種
を
採
取
し
て
育
て
た
４

年
生
３０
本
と
、
大
森
会
員
が
横
浜
で
育

て
た
３
年
生
２０
本
。
元
営
林
署
職
員
で

あ
る
竹
越
恵
蔵
会
員
の
植
樹
指
導
の
あ

と
、

１０
班
に
分
か
れ
て
杉
の
除
伐
跡
地

等
に
植
樹
し
、
野
ウ
サ
ギ
が
嫌
が
る
と

い
う
杉
の
葉
で
苗
木
を
囲
ん
で
守
り
、

完
了
し
た
。

全国各地の支部から、独自の活動状況を

リポー トします。

植樹作業に汗を流す参加者

福
丼
、
石
川
、
富
山
、
京
都
、
岐
阜
支
部

移
動
時
間
が
長
か
っ
た
た
め
、
例
年

参
加
し
て
い
る
会
員
に
と
っ
て
は

「作

業
が
少
な
く
、
物
足
り
な
く
感
じ
た
」

と
い
う

一
面
も
あ
っ
た
が
、
名
古
屋
か

ら
参
加
の
妹
尾
幸
雄
会
員
は

「ブ
ナ
の

植
樹
は
生
涯
の
思
い
出
。
ま
た
訪
れ
て

ブ
ナ
の
成
長
を
見
て
み
た
い
」
と
、
感

激
の
様
子
。

自
然
の
再
生
力
を
助
け
な
が
ら
、
杉

の
造
林
地
を
自
神
山
地
本
来
の
自
然
に

と
い
う
青
森
支
部
の
取
り
組
み
は
、
２

０
０
周
年
に
向
け
て
の

一
里
塚
に
な
る

事
で
あ
ろ
う
。
　

　

　

（大
久
保

勉
）

南
極
の
氷
で
乾
杯
…

１
０
０
人
が
集
い
、盛
大
な
記
念
式
典

福
井
、
石
川
、
富
山
の
北
陸
３
県
と

京
都
、
岐
阜
の
５
府
県
合
同
の

「１
０

０
周
年
記
念
式
典
と
山
行
」
が
６
月
Ｈ

～
１２
日
、
福
井
市
で
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
、
山
岳
雑
誌
に

「日
本
百
霊

山
」
を
連
載
し
て
い
る
作
家
の
立
松
和

平
さ
ん
が
講
演
、
２
３
０
人
が
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。
夕
方
か
ら
場
所
を
移
し
、

式
典
と
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
１
０
０
人

近
い
会
員
が
賑
や
か
に
談
笑
す
る
な
ど

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

翌
日
は
立
松
さ
ん
と
と
も
に
福
井
の

鋏 12



山 723-2005・ 8020(第 二種郵便物認可)

霊
峰
、
越
知
山
を
記
念
登
山
、
支
部
同

士
で
交
流
の
輪
を
広
げ
た
。
式
典
に
は
、

日
本
山
岳
会
の
平
山
善
吉
会
長
、
平
林

克
敏
副
会
長
ら
が
福
井
入
り
し
た
。

平
山
会
長
は
、
祝
賀
の
挨
拶
の
後
、

第
１
次
か
ら
３
次
ま
で
南
極
観
測
隊
に

参
加
し
た
思
い
出
を
披
露
。
有
名
な
樺

太
犬
の
タ
ロ
ー
と
ジ
ロ
ー
の
逸
話
や
、

い
ん
石
８
５
０
０
個
を
収
集
し
た
こ
と
、

オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

に
取
り
組
ん
だ
当
時
を
振
り
返
り
、
日

本
山
岳
会
の
足
跡
を
語

っ
た
。

平
林
副
会
長
は
、
１
９
０
５
年
か
ら

の
歴
史
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
、
創
立
１

０
０
周
年
の
記
念
事
業
計
画
を
説
明
。

海
外
登
山
、
日
本
人
の
足
跡
を
訪
ね
る

旅
、
記
念
誌
刊
行
な
ど
の
計
画
を
紹
介立松和平氏、会長を囲んでの宴

し
た
。
福
井
県
山
岳
連
盟
の
関
孝
治
会

長
も
お
祝
い
の
挨
拶
に
立
ち
、
「私
は
平

山
会
長
の
後
輩
（日
本
大
出
身
）
。
私
の

時
代
は
し
ご
き
も
あ
り
ま
し
た
。
今
と

な
っ
て
は
い
い
思
い
出
。
今
後
も

一
歩

一
歩
前
進
、
会
員
の
奮
闘
を
願

っ
て
い

ま
す
」
と
激
励
し
た
。

う
た
げ

続
い
て
、
祝
賀
の
宴
。
平
山
会
長
の

粋
な
計
ら
い
で
、
南
極
の
氷
が
運
び
込

ま
れ
、
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
で
乾
杯
。
氷
か

ら
は

「プ
チ
プ
チ
」
と
気
泡
が
弾
け
る

よ
う
な
音
が
し
、
ま
さ
に
南
極
の

一
端

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
場
が
盛
り
あ

が
っ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
で
あ
る
関
西

支
部
長
の
重
廣
恒
夫
氏
、
東
九
州
支
部

事
務
局
長
の
西
孝
子
氏
や
、
主
催
府
県

の
各
支
部
長
が
支
部
紹
介
な
ど
の
ス
ピ

ー
チ
を
行
い
、
話
が
弾
ん
だ
。

な
お
、
今
回
の
記
念
式
典
を
主
催
し

た
５
府
県
支
部
の
会
員
は
５
９
０
人
。

全
国
の
支
部
会
員
２
９
６
０
人
の
約
２

割
に
当
た
る
。

（永
田
康
弘
）

■
脳Ｈ
罰
■

１
０
０
周
年
記
念

聖
山
カ
イ
ラ
ス
一
周
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

昨
年
の
日
本
山
岳
会
晩
餐
会
に
お
い

て
、
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
高
木
碕

カイラス北面

男
氏

（８３
歳

ｏ
前
岐
阜
支
部
長
）
を
隊

長
と
す
る
メ
ン
バ
ー

（隊
員
７
名
、
ウ

ェ
ッ
ク
ト
レ
ッ
ク

・
貫
田
）
で
、
聖
山

カ
イ
ラ
ス
を

一
周

（５
月
７
日
～
６
月

２
日
）
し
た
。

今
回
の
企
画
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ｌ
０
０
周

年
の
節
目
で
も
あ
り
、

１０
年
来
温
め
て

い
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
旅

の
最
後
の
仕
上
げ
に
し
よ
う
と
思
い
定

め
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

５
月
７
日
に
出
国
。
ネ
パ
ー
ル
の
カ

ト
マ
ン
ズ
か
ら
車
で
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト

自
治
区
に
入
る
。
四
輪
駆
動
車
で
の
道

の
り
は
全
行
程
２
５
０
０
キ

ロ、
平
均
標

高
４
５
０
０
い
川
で
の
滞
在
は
２２
日
間
、

平
均
年
齢
は
７１
歳
の
超
熟
年
と
言
わ
れ

る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

１８
日
、
高
度
に
体
を
慣
ら
し
な
が
ら

カ
イ
ラ
ス
の
麓
に
着
い
た
が
、
ド
ル
マ

峠
は
雪
が
多
く
ヤ
ク
も
ポ
ー
タ
ー
も
越

え
ら
れ
な
い
。
現
地
の
ガ
イ
ド
と
交
渉

し
、
帰
国
に
合
わ
せ
た
最
終
日
程
ま
で

順
延
し
、
グ
ゲ
遺
跡
な
ど
の
見
学
を
先

に
し
た
。

２３
日
、
カ
イ
ラ
ス
の
麓
で
行
な
う
サ

ケ
ダ
ワ
祭

（釈
迦
の
生
誕
祭
）
を
見
学
、

そ
の
間
吹
雪
に
遭
い
、
天
候
の
心
配
を

し
た
が
、
翌
２４
日
か
ら
快
晴
、
２
泊
３

日
の
コ
ル
ラ

（
一
周
）
に
取
り
か
か
っ

た
。第

１
日
日
、
招
待
所
の
タ
ル
チ
ェ
ン

を
１０
時
２０
分
に
発
ち
サ
ケ
ダ
ワ
祭
の
あ

ネバール・トレッキング・シーズン到来 !

エベレスト・パノラマ・トレッキング 12日間
010/12休 )発 ●10/26は)発 ●11/9は )発 ●12/14は )発 320,000円

ロッジ滞在で楽しむランタン・ヘリ・ハイキング 1口 日間
毬目0/13休)発 参10/27体)発 は11/3休 )発 磯11/17休 )発 3459000円

アンナブルナ・ダウラギリ・パノラマ・トレッキング9日間
曜日0/4関発鬱10/18ω 発は11/8ω発醸11/15関発 298,000円

国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員 (Dポ 〕F保肛舎ロ

月り1障グ
'」

7多ど:π ″五釜″
〒105¨0003東 京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森ビル2F留雪03‐ 3503‐1911
大阪● 06‐6444‐ 3033 名古屋8052‐581‐3211 福岡8092‐715‐ 1557

e-mail:info@alpine-tour. com http://www.alpine-tour. com
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聴
拶
驚
一■

■
こ

っ
た
上
部
の
車
止
め
に
て
ヤ
ク
グ
ル
ー

プ
と
待
ち
合
わ
せ
、

１５
頭
の
ヤ
ク
に
食

料
、
テ
ン
ト
等
を
載
せ
出
発
す
る
。
カ

イ
ラ
ス
の
北
西
側
の
な
だ
ら
か
な
渓
谷

を
時
計
回
り
に
約
４
時
間
の
走
行
。
標

高
４
９
２
０
房
の
デ
ラ
プ
ー
ル

・
ゴ
ン

パ
の
近
く
で
テ
ン
ト
泊
。
快
晴
の
中
、

カ
イ
ラ
ス
の
北
面
で
最
も
綺
麗
な
山
項

が
望
め
た
。
朝
方
は
マ
イ
ナ
ス
ー５
度
で

川
の
水
が
完
全
に
凍

っ
て
い
た
。

第
２
日
日
、
最
大
の
難
所
ド
ル
マ
峠

（５
６
３
０
屑
）
を
越
え
る
。
こ
の
日
も

快
晴
、
空
の
青
さ
と
雪
渓
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
サ
ン
グ
ラ
ス
に
浸
み
こ
む
。
峠

の
取
付
か
ら
固
い
雪
渓

（ヤ
ク
が
乗

っ

て
も
無
難
）
で
意
外
と
足
場
は
楽
で
あ

る
が
、
さ
す
が
に
高
所
で
は
ビ
ス
タ
ー

り
の
行
動
。
ヤ
ク
の
背
を
借
り
た
者
も

い
た
が
頑
張

っ
て
登

っ
た
。
峠
で
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
よ
く
こ
こ
ま
で
来
た

と
み
ん
な
涙
を
流
し
て
喜
び
、
手
を
握

り
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
の
下
り
は
岩
場

の
急
下
降
、
８
０
０
際
川
程
下

っ
た
川
原

で
テ
ン
ト
泊
。
や
は
り
翌
朝
は
マ
イ
ナ

ス
ー０
度
で
寒
い
。

第
３
日
日
、
右
岸
の
ヤ
ク
道
を
下
る
。

岩
場
を
巻
く
が
、
川
は

一
部
凍
結
し
た

難
所
も
あ
っ
た
。
ゴ
ン
パ

（古
い
寺
）

の
前
に
あ
る
小
さ
な
茶
店
で
、
持
参
し

た
昼
食
を
と
る
。
途
中
、
五
体
投
地
の

女
性
２
人
組
み
を
追
い
越
す
。
精
神
的

に
も
コ
ル
ラ
し
た
安
堵
感
が
あ
り
、
皆
、

和
や
か
に
下
山
す
る
。

谷
の
最
後
は
切
り
た
っ
た
渓
谷
を
見

な
が
ら
の
下
り
で
、
そ
こ
を
抜
け
る
と

突
然
平
原
と
な
り
、
迎
え
の
車
が
待

っ

て
い
た
。

コ
ル
ラ
の
全
行
程
５２
キ

ロ
の
う
ち
１０
キ

ロ

は
車
で
の
移
動
で
あ
っ
た
が
、
残
り
は

元
気
に
ほ
ぼ
歩
き
通
し
た
。

５
月
２６
日
、
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
湖
の

畔
に
あ
る
ホ
ル
チ
ュ
の
招
待
所
で
、
５

月
９
日
以
来
の
禁
酒
令
が
解
禁
に
な
り
、

日
本
か
ら
持
参
し
た
日
本
酒
で
コ
ル
ラ

成
功
を
祝

っ
た
。

（中
島
員

一
）

２
本
の
ビ
ツ
ケ
ル

富
澤
美
渚
子

故
織
内
信
彦
名
誉
会
員
の
代
表
著
書

『堰
松
帯
』
に
、
福
田
源
五
郎
氏
の
追

悼
文
が
あ
る
。
福
田
氏
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会

員
で
は
な
い
が
同
志
社
大
Ｏ
Ｂ
で
あ
っ

た
。
学
生
登
山
界
で
は
先
鋭
的
ク
ラ
イ

マ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
１
９
３
７

年
吊
尾
根
か
ら
岳
沢
へ
転
落
死
し
た
。

や
ま
う
ち

彼
は
、
山
内
特
注
の
プ
レ
ー
ト
部
分
が

平
た
い
珍
し
い
ピ

ッ
ケ
ル
を
所
有
し
て

い
た
。
遺
品
と
な
っ
た
そ
の
ピ

ッ
ケ
ル

を
、
ご
遺
族
が
織
内
名
誉
会
員
に
託
さ

れ
た
。
若
く
し
て
逝

っ
た
彼
の
死
を
認

め
た
く
な
か
っ
た
お
気
持
ち
も
あ
り
、

大
切
に
５０
年
来
保
管

・
徳
蔵
さ
れ
て
い

た
が
、
山
内
特
製
の
名
品
で
あ
る
事
か

ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
寄
贈
さ
れ
た

（会
報
５
０

２
号
）
。

２
０
０
２
年
、
織
内
名
誉
会
員
が
病

気
で
再
入
院
を
さ
れ
た
と
き

「源
五
郎

の
ビ

ッ
ケ
ル
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
」

と
漏
ら
さ
れ
た
。
資
料
委
員
会
に
問
い

合
わ
せ
て
、
他
の
資
料
と
と
も
に
保
管

さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
、
写
真
を
撮

っ

て
報
告
し
た
と
こ
ろ

「あ
れ
は
貴
重
な

も
の
だ
か
ら
、
博
物
館
へ
置
い
た
ほ
う

が
い
い
。
出
来
れ
ば
大
町
山
岳
博
物
館

へ
寄
託
し
て
欲
し
い
」
と
言
い
残
さ
れ

て
、
わ
ず
か
１
か
月
足
ら
ず
の
９
月
に

亡
く
な
ら
れ
た
。

織
内
名
誉
会
員
の
ピ

ッ
ケ
ル
も
ま
た

山
内
の
特
別
作
品
で
あ
っ
た
。
１
９
２

５
年
、
槙
有
恒
元
会
長
が
ア
ル
バ
ー
タ

峰
に
初
登
項
し
た
時
に
残
さ
れ
た
も
の

を
模
し
て
作
り
、
オ
バ
ー
リ
ン
氏
等
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
の
と
同
じ
形
の
プ
レ
ー

ト
を
記
念
に
注
文
さ
れ
た
も
の
で
、
山

l`二  ・メ争

ドルマ峠 (5630m)に て全員の記念写真

イラスト・倉岡啓吉

会員の皆様のご意見、エッセイ 俳ヽ句、

短歌、詩などを掲載するページです。

どじどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

繭 ::鼈
i鰈

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ

ソ
ウ
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山 723-200508・ 20(第二種郵便物認可)

内
の
技
術
を
見
る
作
品
で
あ
る
。
（『山

岳
』
４５
、
１
９
５
０
年
掲
載
）
。
そ
の
ピ

ッ
ケ
ル
も
、
ご
遺
族
に
よ
り
０４
年
８
月

２６
日
、
当
会
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る

（会

報
７
１
３
号
）
。

昨
年
、
こ
の
２
本
の
ピ

ッ
ケ
ル
は
故

人
の
遺
志
を
受
け
、
揃

っ
て
大
町
山
岳

博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
。

こ
の
２
本
の
ピ

ッ
ケ
ル
と
と
も
に
お

二
人
は
、
六
十
数
年
ぶ
り
の
北
ア
ル
プ

ス
山
麓
で
、
ゆ
っ
た
り
と
山
談
議
に
ふ

け
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。

「内
匠
ノ
景
」
の
珍
現
象

東
九
州
支
部
　
飯
田
勝
之

か
つ
て

「天
下
無
双
の
絶
景
」
で
あ

る
と
頼
山
陽
が
激
賞
し
た
耶
馬
渓
は
、

奇
岩
、
奇
峰
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の

秀
景
が
広
大
な
地
域
に
散
ら
ば
る
景
勝

の
地
で
、
そ
の
中
の
６６
カ
所
の
景
勝
指

定
地
が
集
ま
っ
て
文
化
財
の

「名
勝
耶

馬
渓
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

中
央
分
水
嶺
は
そ
ん
な
耶
馬
渓
の
中

を
縦
横
に
う
ね
り
な
が
ら
走

っ
て
い
る

が
、
「内
匠
ノ
景
」
も
そ
の
通
過
地
点
の

１
つ
で
あ
る
。

「内
匠
ノ
景
」
は
上
下
２
つ
の
人
工
池

と
そ
の
周
り
の
景
色
が
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
指
定
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
分
水

嶺
は
こ
の
景
勝
地
を
半
円
形
に
取
り
囲

み
な
が
ら
通
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

珍
し
い
こ
と
に
、
そ
こ
に
は
流
域
変
更

を
と
も
な
う
工
作
物
が
造
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
は
上
下
に
２
つ
あ
る
下
の
池
の

越
流
堤
で
、
こ
の
部
分
は
地
図
で
事
前

調
査
す
る
段
階
で
も
、
分
水
嶺
を
暫
定

す
る
う
え
で
も
、
読
み
に
く
く
て
議
論

に
な
っ
た
所
で
も
あ
る
。

踏
査
隊
は
６
月
の
あ
る
日
、
こ
の
地

点
の
前
後
を
踏
査
し
た
。
上
の
池
の
堤

防
を
横
切

っ
て
対
岸
の
稜
線
に
取
付
き
、

日
標
と
す
る
到
達
点
に
向
か
っ
て
南
下

を
始
め
た
の
で
あ
る
。

標
高
５
３
０
Ｍ
川
ほ
ど
の
稜
線
か
ら
急

に
高
度
を
下
げ
て
い
る
所
を
、
低
木
の

ブ

ッ
シ
ュ
を
分
け
な
が
ら
、
が
む
し
ゃ

ら
に
急
斜
面
を
下
っ
て
い
る
と
、
突
然

ヤ
ブ
の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堤
防
が

現
れ
た
。
長
さ
２０
際
川
ほ
ど
の
堤
防
で
、

よ
く
見
る
と
そ
れ
は
下
の
池
の
越
流
提

（余
水
吐
き
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
は
、
通
常
は
地
形
通
り
中
央
分

水
嶺
の
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
雨
量
が

多
い
時
や
、
非
灌
漑
時
な
ど
で
池
の
水

位
が
上
が
り
こ
の
堤
を
越
す
水
量
に
な

る
と
、
珍
現
象
が
起
こ
る
。
通
常
は
筑

後
川
に
流
れ
て
東
シ
ナ
海
に
注
ぐ
べ
き

水
が
、
駅
館
川
に
流
れ
て
瀬
戸
内
海
に

注
ぐ
の
だ
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
に
は
中

央
分
水
嶺
は
約
１
キ

ロ南
の
稜
線
に
移
る

こ
と
に
な
る
。

地
図
か
ら
分
水
嶺
で
あ
る
こ
と
は
判

読
で
き
た
が
、
こ
こ
に
人
工
堤
が
あ
る

こ
と
ま
で
は
読
め
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
中
央
分
水
嶺
の
中
で
は
ご

く
稀
と
思
わ
れ
る
流
域
変
更
を
と
も
な

う
人
工
工
作
物
で
あ
る
。
分
水
嶺
踏
査

の
中
に
お
け
る
珍
し
い
発
見
な
の
で
報

告
し
て
お
く
。

久
し
ぶ
り
の
自
山

山
の
自
然
学
研
究
会
　
大
船
武
彦

７
月
１４
日
～
１５
日
、
梅
雨
明
け
ま
じ

か
の
白
山
は
お
花
畑
で
あ
っ
た
。
観
光

コ
ー
ス
を
迪

っ
て
室
堂
へ
向
か
っ
た
が
、

突
然
、
日
の
前
に
現
れ
た
サ
サ
ユ
リ
や
、

シ
ャ
ジ
ン
の
仲
間
…
…
、
次
か
ら
次
ヘ

と
美
し
い
花
々
、
百
花
練
乱
で
あ
る
。

「花
の
白
山
」
に
は
、
小
ぶ
り
な
オ
ー

レ
ン
や
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
が
、
キ
ス
ゲ
や

ト
ラ
ノ
オ
の
隙
間
と
い
う
隙
間
に
所
狭

し
と
咲
い
て
い
る
。
コ
ザ
ク
ラ
や
フ
ウ

ロ
な
ど
、
自
山
を
冠
す
る
花
々
は
、
他

の
ど
の
山
で
見
る
よ
り
も
、
美
し
く
際

立

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
以
前
か
ら
み
る
と
花
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

帰
途
、
辿

っ
た
展
望
歩
道
は
、
自
山

か
ら
北
ア
ル
プ
ス
が
眺
め
ら
れ
る
と
、

案
内
役
で
あ
る
石
川
支
部
の
埴
埼
滋
さ

ん
の
お
勧
め
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

歩
道
は
、
か
な
り
整
備
さ
れ
て
お
り
、

歩
き
や
す
い
登
山
道
と
な
っ
て
い
た
。

歴
史
あ
る
白
山
に
は
整
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
別
当
谷
と
柳
谷
の
出
合
い
付

近
で
延
々
と
続
く
治
山
砂
防
工
事
は
、

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
崩
　
５

れ
る
谷
を
、
な
ぜ
抑
え
込
ま
な
け
れ
ば
　
麟

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
崩
落
す
る
と
い

う
自
然
の
動
き
は
抑
え
る
の
で
は
な
く
、

崩
落
を
保
護

・
管
理
し
た
ら
ど
う
か
。

地
元
の
治
山
の
方
々
の
、
崩
落
か
ら
自

然
を
保
全
す
る
の
だ
と
い
う
考
え
は
間

違

っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

花
の
白
山
は
、
今
で
も
自
然
保
護
の

白
山
の
よ
う
に
思
え
た
。
仲
間
と

一
緒

に
、
来
年
ま
た
人
を
誘

っ
て
白
山
を
訪

ね
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
美
し

い
花
々
や
、
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
、
そ
し

て
白
山
の
自
然
保
護
を
楽
し
み
、
そ
し

て
イ
ロ
イ
ロ
と
悩
ん
で
み
よ
う
と
思

っ

て
い
る
。
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６
月
理
事
会

日
時
　
６
月
８
日
１８
時
３０
～
２０
時
４０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
平
林
、
橋
本
、

田
邊
各
副
会
長
、
贄
田
、
吉
永
各
常
務

理
事
、
石
田
、
篠
崎
、
大
蔵
、
野
口
、

斉
藤
、
藤
井
、
渡
辺
、
石
橋
、
古
野
各

理
事
、
山
本
監
事
、
重
廣
、
今
村
各
常

任
評
議
員

［委
任
］

一
カ
監
事
、
小
倉

（董
）
常
任

評
議
員

●
議
事
に
先
立
ち
、
平
山
会
長
よ
り
調

整
中
で
あ
っ
た
常
任
評
議
員
１
名
の
人

選
に
つ
い
て
、
今
村
評
議
員
が
互
選
さ

れ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
組
織
改
革

（案
）
に
つ
い
て

別
添
資
料
に
よ
り
検
討
、
支
部
と
の

関
連
を
明
確
に
し
て
７
月
理
事
会
で
決

定
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
　
　
（継
続
）

２
　
平
成
１７
年
度
収
支
予
算
の
総
会
資

料
訂
正
に
つ
い
て

総
会
資
料
の

一
部
に
誤
記
が
あ
っ
た

た
め
訂
正
し
た
。
　
　
　
　
　
（承
認
）

３
　
定
款
第
１６
条
第
２
項
に
基
づ
く

「会
長
職
務
代
行
者
順
序
」
に
つ
い
て

平
林
、
橋
本
、
田
邊
各
副
会
長
の
順

序
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

４
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
関
連

①
式
典
委
員
会

・
式
典
内
容
に
つ
い
て

別
添
資
料
に
よ
り
神
崎
総
合
式
典
委

員
が
説
明
。
特
に
式
典
へ
の
外
国
関
係

者
招
待

ｏ
案
内
先
に
つ
い
て
関
係
者
よ

り
幅
広
く
意
見
を
聞
き
対
応
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
今
後
式
典
委
員

会
に
お
い
て
成
案
を
得
次
第
、
逐

一
理

事
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（継
続
）

②
学
生
部

・
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
計

画

（案
）
に
つ
い
て

別
添
資
料
に
よ
り
検
討
。
本
年
９
月

中
旬
、
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
を
日
本

で
実
施
し
、
東
京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
予
定
。　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

③
ブ
ロ
ッ
ク
別
式
典
役
員
等
派
遣
に
つ

い
て会

長
を
主
と
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
最

大
２
名
以
内
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

５
　
マ
ナ
ス
ル
初
登
項
５０
周
年
記
念
行

事
に
つ
い
て

審
議
の
前
に
大
蔵
理
事
よ
り
先
般
の

事
業
委
員
会

・
マ
ナ
ス
ル
登
山
１
２
０

０
５
年
隊
の
報
告
が
あ
り
、
併
せ
て
５０

周
年
記
念
行
事
に
対
す
る
在
ネ
日
本
大

使
館
、
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
側
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
田
邊
副
会

長
を
担
当
と
し
て
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（承

認
）

６
　
ネ
パ
ー
ル
皇
太
子
来
日
歓
迎
会
協

賛
に
つ
い
て

名
古
屋
万
博
を
機
に
来
日
さ
れ
る
ネ

パ
ー
ル
皇
太
子
殿
下
の
歓
迎
会

（７
月

下
旬

・
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
主
催
）
に

協
賛
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（承
認
）

７
　
各
委
員
会
構
成
に
つ
い
て

各
委
員
会
を
早
期
に
立
ち
上
げ
る
た

め
、
早
急
に
委
員
長

ｏ
委
員
の
選
任
を

お
願
い
す
る
通
知
を
発
送
す
る
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
検
討
中
で
あ
っ
た
会
長

直
轄
の
資
料
映
像
担
当
は
羽
田
栄
治
会

員
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
（承
認
）

８
　
後
援
等

①
名
儀
後
援
願
↓
山
梨
支
部

第
６
回
雷
鳥
会
議

（８
月
２０
～
２１
日
）

②
後
援
願
↓
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト

国
際
交
流
青
少
年
環
境
体
験
登
山

（８

月
２３
～
２９
日
　
富
士
山
）

③

『山
岳
』
転
載
許
可
願
↓
三
階
堂
匡

一
郎
会
員

（３
９
７
４
）

『吾
妻
山
回
想
譜
』
追
録
出
版
の
た
め
、

『山
岳
』
第
２４
年
第
３
号
Ｐ
ｌ
～
７
の
転

載
。

④
写
真
借
用
及
び
原
稿
依
頼
↓
長
野
市

一
草
舎

『日
で
見
る
北
ア
ル
プ
ス
の
１
０
０

年
』
（仮
題
）
発
行
の
た
め
。

（以
上
４
件
承
認
、
但
し

一
部
有
償
）

９
　
そ
の
他

①
８
月
理
事
会
に
つ
い
て

例
年
８
月
理
事
会
は
開
催
さ
れ

な
い
が
、
本
年
は
１
０
０
周
年
記
念

事
業
実
行
中
の
た
め
、
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
。　
　
　
　
　
　
（承
認
）

②
会
員
減
少
対
策
に
つ
い
て

山
本
監
事
よ
り
、
昨
今
、
会
員
の

減
少
傾
向
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る

た
め
、
会
費
、
終
身
会
費
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
今
後
、
理

事
会
に
お
い
て
検
討
す
る
。
（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
　
信
濃
支
部
　
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

（６
月
４
～
５
日
）
　

　

（平
山
会
長
）

２
　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
式
典

（５
月
２８
～
２９
日
）
　

（平
林
副
会
長
）

３
　
五
百
城
文
哉
展

（７
月
１６
～
８
月

２８
日
）　
　
　
　
　
　
（平
林
副
会
長
）

４
　
環
境
大
臣
に
対
す
る
早
池
峰
山
の

自
然
保
護
に
関
す
る
要
望
書
提
出
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（篠
崎
理
事
）

５
　
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（５
月

２０
日
、
鹿
屋
市
）
　

　

　

（野
口
理
事
）
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◆

１
０
０
周
年
記
念

「所
蔵
山
岳
図

書

・
絵
画
展
」

（主
催
）
日
本
山
岳
会

（協
賛
）
丸
善

（株
）、
丸
善

・
丸
の
内

本
店
開
設
１
周
年
記
念

会
期
　
１０
月
８
日
田
～
１７
日
側

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（最
終

日
は
午
後
４
時
閉
場
）

会
場
　
丸
善

・
丸
の
内
本
店
４
階
ギ
ャ

ラ

リ

ー

展
示
　
日
本
山
岳
会
の
所
蔵
す
る
和
書

１
万
１
０
０
０
余
冊
、
洋
書
３

７
０
０
余
冊
の
内
よ
り
厳
選

し
た
和
書
約
１
０
０
冊
、
洋
書

（添
付
す
る
訳
書
を
含
む
）
約

１
０
０
冊
と
絵
画
１５
点
の
展

示
。
和
書
は
原
則
と
し
て
戦
前

ま
で
の
も
の
と
、
本
会
の
マ
ナ

ス
ル
お
よ
び

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

登
項
に
関
す
る
も
の
。
洋
書
は

原
則
と
し
て
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

登
頂
ま
で
の
も
の
と
、
８
０
０

０
際
川峰
初
登
頂
記
。

◆
ビ
ー
ル
バ
ー
テ
ィ
ー
開
催総

務
委
員
会

恒
例
の
首
都
圏
会
員
懇
親
会

（ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
）
を
開
催
し
ま
す
。
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

飲
み
放
題
。
持
ち
込
み
大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
９
月
７
日
因
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

会
費
　
２
０
０
０
円

申
込
　
準
備
の
都
合
上
、
８
月
２９
日
ま

で
に
事
務
局
ま
で

（□
０
３
１

３
２
６
１
１
４
４
３
３
　
□
０

３

１

３

２

６

１

１

４

４

４

１

回
一”
ｏ
‐
のｏ
ｃ
ヨ
匡
⑮
一”
９
ｏ
ユ
リ
）

◆

講
演
会
の
お
知
ら
せ資

料
映
像
委
員
会

「語
り
継
ぐ
黎
明
期
の
登
山
…
…
そ
れ

ぞ
れ
の
山
」
第
５
回
講
演
会
を
左
記
の

よ
う
に
開
催
予
定
で
す
。

日
時
　
Ｈ
月
３
日
困
午
後
２
時
２０
分
～

４
時
３０
分

（東
京
体
育
館
会
議

室
）

講
演
者
　
松
丸
秀
夫
名
誉
会
員

テ
ー
マ

「山
日
記
か
ら
見
え
て
く
る

日
本
山
岳
会
」

＊
講
演
と
山
日
記
の
展
示
な
ど
。

＊
詳
細
は
９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆

分
水
嶺
踏
査
記
念
山
行

「本
州
最
低
標
高
の
分
水
嶺
」関

西
支
部

期
日
　
１０
月
９
日
同

集
合
　
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
　
石
生
駅

午
前
１０
時
頃

＊
１０
月
初
め
の
時
刻
改
正
に
注
意
。

コ
ー
ス
　
石
生
駅
～
観
音
堂
～
岩
座
～

四
の
山
～
向
山
～
清
水
山

分
岐
～
分
水
嶺
記
念
館
～

石
生
駅

定
員
　
３０
名

（先
着
順
）

申
込
　
９
月
９
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
会
員
番
号
、
加
入

山
岳
保
険
、
連
絡
先
電
話
番
号

を
明
記
し
、
関
西
支
部
事
務
所

宛

（〒
５３７̈
００１４
　
大
阪
市
東
成
区

大
今
里
２
１
５
１
１２
　
大
阪
セ

ル
ロ
イ
ド
会
館
内
２
０
５
号

室
　
□
０
６
１
６
９
７
１
１
８

∩
Ｕ

α
Ｕ

ワ
ｒ

図
一”
０
‐ド
∽
⑮
ヨ
ト
汁
８
ｏ●
①
む
）

◆

山
岳
画
家

・
茨
木
猪
之
吉
を
語
る

緑
爽
会

日
本
山
岳
会
草
創
期
メ
ン
バ
ー
と
し

て
数
多
く
の
山
の
絵
を
描
く
と
共
に
、

「山
岳
」
や
小
島
鳥
水
ら
の
著
書
に
軽
妙

な
挿
絵
を
遺
し
た
茨
木
猪
之
吉
。
彼
は

ま
た
昭
和
１７
年
、
上
高
地
の
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
レ
リ
ー
フ
を
は
ず
し
て
東
京
へ
持

ち
帰

っ
た

一
人
で
あ
り
、

１９
年
１０
月
穂

高
岳
白
出
沢
で
忽
然
と
消
息
を
絶

っ
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
猪
之
吉

ゆ
か
り
の
方
々
か
ら
、
彼
の
画
業
と
人

間
像
、
親
交
の
あ
っ
た
岳
人
た
ち
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

日
時
　
９
月
２９
日
困
午
後
２
時
～
４
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

会
費
　
５
０
０
円
ま
た
は
１
０
０
０
円

（画
集
付
）

司
会
　
近
藤
信
行

（作
家
）

ゲ
ス
ト
　
一次
木
岳
人

（猪
之
吉
長
男
）

横
山
駒
子

（　
同
　
次
女
）

三
浦
　
優

（茨
木
家
友
人
）

犬
塚
幸
士

（研
究
者
）

＊
終
了
後
、
猪
之
吉
が
滞
在
し
た
甲
府

大
沢
酒
造
の

「太
冠
」
で
献
杯
予
定
。

申
込
　
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
近
藤
緑
ま

で
（〒
聯
００４２
　
杉
並
区
西
荻
北

２
１
１０
１
２２
１
５
０
２
　
□
０
３

１
３
３
９
５
‐
０
３
２
６
）

◆

「山
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
達
」
モ
ン

ベ
ル
ク
ラ
ブ
巡
回
展

日
本
山
岳
画
協
会

山
を
愛
し
、
山
に
魅
せ
ら
れ
、
自
然

の
詩
情
を
画
布
に
託
し
描
き
続
け
て
い

る
日
本
山
岳
画
協
会
の
会
員
、
有
志
１２

名
に
よ
る
作
品
約
５０
点
の
展
示
。

・
諏
訪
展
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会
期
　
９
月
３
日
田
～
２５
日
同

１０
時
～
２１
時

会
場
　
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
諏
訪
店

（諏
訪
市
沖
田
町
５
１
１０
　
諏

訪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
内

□
０
２
６
６
‐
７
１
‐
１
５
７

７
）

・
南
町
田
展

会
期
　
１０
月
１
日
田
～
３０
日
同

１０
時
～
２０
時

会
場
　
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
　
グ
ラ
ン
ベ

リ
ー
モ
ー
ル
店

（町
田
市
鶴
間

３
１
４
１
１
　
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー

モ
ー
ル
内
　
□
０
４
２
１
７
８

８
‐
３
５
３
５
）

＊
問
合
　
堀
越
昇

（□
＆
□
０
４
９
‐
２

６
２
１
０
８
５
５
）

◆

「新
土
曜
会
」
会
員
募
集

代
表
　
箕
岡
三
穂

「赤
シ
ャ
ツ
土
曜
会
」
は
会
名
を

「新

土
曜
会
」
と
改
称
し
、
サ
ロ
ン
的
な
活

動
ば
か
り
で
な
く
、
登
山
の
実
施
、
研

究
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
年
会
費
は
１

０
０
０
円
。
新
体
制
に
よ
る
会
の
再
発

足
を
機
会
に
新
規
会
員
を
募
集
。

問
合
　
丸
山
修

一

（□
０
３

‐
５
２
１

２

‥

７

０

３

６

図
鮎
〇く
〇
鼻
ユ
⑤
邑
Ｑ
・８
む
）

◆

前
川
滋
写
真
展

「神
々
の
座
」

世
界
の
８
０
０
０
い
川峰
全
１４
座
と
、

そ
の
近
く
の
山
の
写
真
。

会
期
　
９
月
１４
日
因
～
２５
日
同

時
間
　
９
時
～
１７
時

（２０
日
は
休
館
）

場
所
　
安
城
市
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室
Å
、

Ｂ

（名
鉄
西
尾
線
、
南
安
城
駅

よ
り
徒
歩
１０
分
　
□
０
５
６

６
‐
７
７
１
６
８
５
３
）

¨
編
集
後
記
¨

●
前
編
集
長
の
今
村
千
秋
氏
か
ら
『山
』

の
編
集
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
１
０
０
年
の
伝
統
あ
る
日
本
山
岳

会
の
会
報
担
当
と
も
な
れ
ば
、
大
き
な

不
安
と
戸
惑
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
と

く
に
会
報
の
役
割
と
は
な
に
か
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。

●
日
本
山
岳
会
の
行
事
に
は
、
こ
れ
ま

で
い
つ
も
外
か
ら
傍
観
し
て
い
た
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。
長
い
歴
史
が
あ
る
だ

け
に
、
敷
居
が
高
か
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
会
報
の
編
集
担
当
に
な
っ
た

の
を
機
会
に
、
日
本
山
岳
会
の
歴
史
や

山
岳
界
が
か
か
え
る
問
題
も
学
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
こ
の
秋
に
１
０
０
年
を
迎
え
る
日
本

山
岳
会
で
す
。
当
時
か
ら
連
綿
と
続
く

素
晴
ら
し
い
伝
統
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
登
山
を
、
単
な
る
行
為
と
し
て

で
は
な
く

「文
化
」
と
し
て
育
ん
で
き

た
先
輩
方
の
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
彼
ら
の
熱
い
想
い
を
継
承
す

る
た
め
に
も
、今
月
は
巻
頭
で
、作
家
の

近
藤
信
行
氏
に
山
岳
会
創
立
の
こ
ろ
の

人
物
像
を
綴

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
次
号
か
ら
も
、
焦
ら
ず
に
少
し
ず
つ

進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
同
様
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投

稿
が
会
報
の
基
礎
を
作
る
の
は
間
違
い
　
９

あ
り
ま
せ
ん
。引
き
続
き
原
稿
、
イ
ラ
ス
　
議

卜
な
ど
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
楽
し
み
に
待

た
れ
る
よ
う
な
会
報
作
り
が
で
き
れ
ば

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（神
長
幹
雄
）

創立100周年祝賀晩餐会

懇親山行 (景信山)のこ案内

事 業 委 員 会

祝賀晩餐会翌日の「懇親山行」は、景信山に登ります。

景信山 (727m)は 3等三角点の山で、奥多摩、丹沢、道

志の山並みや富士山の展望を堪能できます。山項での記

念撮影後は、創立100周年を記念して、高尾の森をご案内

いたします。高尾の森では、自然保護委員会が中心とな

り汗を流して行う実践的作業のもと、 5年間にわたり植

樹活動を続けております。高尾の森ベースでは、スタッ

フ手作りの熱い トン汁にご期待下さい。

10月 16日 (日 )

医≡至] JR高 尾駅北口  午前 8時20分

匠

=亜
] 高尾の森ベース  13時頃を予定

受 付 祝賀晩餐会会場

当日参加の場合、JR高尾駅北口での受付も可

1000円 (記念写真、通信費等 )会  費

*祝賀晩餐会会場の受付横で案内書を配布 します。

(自 然保護委員会協賛)

日  昨
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